
施策目標１　「子どもを安心して生み、育てることができる環境づくり」※「区分」欄の説明

基本施策１　「妊娠・出産期における支援や医療体制の充実」

予算額 うち一財

1 拡 夫婦

不妊治療費助成事業 医療保険が適用されず、高額な治療
費がかかる特定不妊治療（体外受
精、顕微受精）に対し、その治療に要
する経費の一部を助成し、経済的負
担の軽減を図ります。

助成件数
延べ　586組

助成件数
延べ　880組(見込
み）

継続実施
※平成23年度は、「1
回あたり15万円を年
2回、通算5年まで」を
「1年度目は3回ま
で、通算5年、通算10
回を超えない」に拡
大。

健康づくり推進
課
母子保健担当
054-221-1574

市ＨＰ（健康づくり推
進課）
市広報紙

123,800 61,900

2 継

助産施設措置事業 経済的な理由から入院助産を受ける
ことができない妊産婦を助産施設に入
所させ、安全な出産を図ります。

市内　3か所
利用者　16人

市内　3か所
利用者見込み　14人

市内3か所 子ども青尐年
相談センター
相談担当
054-221-1314

静岡市の保健福祉

8,226 4,113

3 継

母子健康手帳の交付と
妊婦保健相談

各保健福祉センターにおいて母子健
康手帳を交付し、個別面談により母子
の健康管理や育児に対しての保健相
談を実施します。

全保健福祉センター
で実施　手帳交付者
6,230件
妊娠週数11週以内
の妊娠届出率86.5%

全保健センターで実
施

全保健センターで実
施

健康づくり推進
課
母子保健担当
054-221-1574

市ＨＰ（健康づくり推
進課）
市広報紙 No.24

に含む
No.24

に含む

4 拡

妊婦健康診査事業 安全・安心な分娩や出産、妊婦の経
済的負担の軽減を図るため、母子健
康手帳交付時に14回分の公費負担の
受診票を交付し、医療機関等への受
診を勧奨します。

初回を除いた13回の
公費負担妊婦健診
平均受診率　76.3％
（初回を100％とす
る。）

継続実施 継続実施
公費負担による妊婦
歯科健診の開始

健康づくり推進
課
母子保健担当
054-221-1574

市ＨＰ（健康づくり推
進課）
市広報紙

488,603 488,603

5 継

妊婦訪問事業 身体や家庭環境その他の事情により
個別支援が必要な妊婦に対し、安心
して出産できるように、保健師が家庭
訪問を実施します。

訪問件数
実　1,463件
延  1,981件

継続実施
12月現在
実　1,302件
延　1,749件

継続実施 健康づくり推進
課
健康政策担当
054-221-1571

市ＨＰ（健康づくり推
進課）
チラシ 0 0

6 継

出産育児一時金の支給 国民健康保険加入者が出産した場
合、出産育児一時金を支給します。ま
た、直接支払制度を利用すると、国民
健康保険から医療機関等へ出産育児
一時金の範囲内で直接支払います。

一時金
42万円（H21.10～）
支給者数
779人

継続実施 継続実施 保険年金管理
課
管理・国民年
金担当
054-221-1273

市ＨＰ（保険年金管
理課）
国保のしおり 385,980 232,814

妊婦

掲載
No

対　　　象 事　業　名 事　業　概　要
平成21年度
実　　　　績

担当課・連絡先
事業の詳細

が分かる媒体等

平成23年度
当初予算額

単位：千円

平成23年度
取組内容（計画）

区
分

「継」→継続事業、「新」→平成23年度新規事業、「重」→プラン上の重点事業、「マ」→マニュフェスト事
業、「拡」→平成23年度に拡大・拡充する事業

平成22年度
取組内容（見込）
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予算額 うち一財

掲載
No

対　　　象 事　業　名 事　業　概　要
平成21年度
実　　　　績

担当課・連絡先
事業の詳細

が分かる媒体等

平成23年度
当初予算額

平成23年度
取組内容（計画）

区
分

平成22年度
取組内容（見込）

7 継
妊婦
保護者

両親教室・マタニティ教
室の開催

初めてお母さん・お父さんになる保護
者を対象に、お風呂の入れ方や親の
心構え等を指導する両親教室や、初
妊婦を対象に、安産を目指した生活を
指導するマタニティ教室を開催しま
す。

開催回数
145回
参加者
2,994人

開催回数
12月現在
101回
参加者
1,682人

継続実施 健康づくり推進
課
健康政策担当
054-221-1571

市ＨＰ（健康づくり推
進課）
市広報紙
チラシ
子育てハンドブック

No.24
に含む

No.24
に含む

8 継
0歳
保護者

こんにちは赤ちゃん事業 生後4か月までの乳児がいる家庭を対
象に、その家庭を訪問し、様々な不安
や悩みを聞き、保健師等が必要な情
報・サービス提供を実施します。

訪問実件数　2,458件
出生者に対し訪問率
84.7%
（10月から事業開
始。実件数は10～3
月の実績）

訪問件数
5,600件（見込み）

継続実施 健康づくり推進
課
母子保健担当
054-221-1574

市ＨＰ（健康づくり推
進課）
市広報紙
チラシ 14,659 14,659

9 継
保護者
（女性）

女性のための健康相談 市女性会館相談室において、女性特
有の身体や健康に関する悩みに対
し、専門の女性医師等が相談に応じ
ます。

毎月2回実施（第2土
曜日・・・看護師、第4
木曜日・・・医師）
利用者数　40人

毎月1回実施（第4木
曜日・・・医師）

毎月1回実施（第4木
曜日・・・看護師）

男女共同参画
課
男女共同参画
担当
054-221-1349

市ＨＰ（男女共同参
画課、女性会館）
市広報紙（毎月掲
載）
パンフレット

336 336

10
継
重

全市民

急病センターの再整備 初期救急医療については、静岡地域
と清水地域で体制が異なるため、急
病センターを再整備し、夜間（準夜帯）
の体制を急病センター方式に一元化
することにより、安定的な医療の提供
体制を構築します。

静岡地域
急病センター1か所
清水地域
在宅当番医制度
建設予定地確保
２次総登載
周辺住民説明会

地質調査、基本・詳
細設計
パブリックコメント
周辺住民説明会
関係者（医師会）協
議

建設工事（１年目）
周辺住民説明会

保健衛生総務
課
衛生総務担当
054-221-1549

－ 108,000 2,800

1,129,604 805,225

（注１）「平成23年度当初予算額」の「合計」について、欄内にある「No.○○に含む」や「○○○の一部」などの表現をしている予算額は、他事業と切り分けができないことや事業対象者に子ども以外を含んでいる
　　　などの理由により、合計額に含めていません。
（注２）「平成23年度取組内容（見込）」については、平成23年7月頃にあらためて確定値を公表します。
（注３）本一覧表は、平成23年2月25日に取りまとめた状況です。

合　　　　　計
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施策目標１「子どもを安心して生み、育てることができる環境づくり」 ※「区分」欄の説明

基本施策２「子育て支援サービスの充実」

予算額 うち一財

11 継

妊婦
0歳～3
歳
保護者

子育て支援ヘルパー派
遣事業

母親が出産直後や多子家庭で家事・
育児を行うことが困難な家庭、又は妊
娠中体調不良の方に、家事・育児の
支援を行うことにより、子育ての負担
の軽減や育児不安の予防を図りま
す。

0歳児
45世帯　210回
1～2歳児（多子）
25世帯　90回
妊婦
5世帯　10回

継続実施
利用者見込み
0歳児
80世帯　400回
1～2歳児（多子）
50世帯　250回
妊婦
10世帯　 50回

継続実施
0歳児
100世帯  500回
1～2歳児（多子）
50世帯 　250回
妊婦
30世帯 　150回

子育て支援課
給付担当
054-221-1381

市ＨＰ（子育て支援
課）
子育て応援総合Ｈ
Ｐ「ちゃむ」
チラシ
バス、電車を利用し
た広告

2,465 2,465

12 新

妊婦
0歳～18
歳未満
保護者

養育支援訪問事業 養育支援が特に必要であると判断し
た子育て家庭に対して、専門的資格を
有する訪問員がその家庭を訪問し、
養育に関する指導・助言、家事援助な
どを行います。

未実施 未実施 対象世帯：20世帯
※平成23年10月実
施予定。

子育て支援課
企画担当
054-221-1169

市ＨＰ（子育て支援
課）
子育て応援総合Ｈ
Ｐ「ちゃむ」

2,685 1,342

13 継

妊婦
0歳～18
歳未満
保護者

しずおか子育て優待カー
ド事業

18歳未満の子どものいる「子育て世
帯」と妊娠中の方に「しずおか子育て
優待カード」を配付し、子ども同伴で優
待カードを提示すると、協賛店舗の
「応援サービス」が受けられます。

市内協賛店舗数
580件

継続実施 継続実施するととも
に、協賛店舗数の
増加に努める。

子育て支援課
企画担当
054-221-1169

市ＨＰ（子育て支援
課）
子育て応援総合Ｈ
Ｐ「ちゃむ」
子育てハンドブック
静岡県ＨＰ

0 0

14
継
重

子育て相談などの相談
支援体制の充実

関係機関等と連携し、子育て相談をは
じめとする相談支援体制の充実を図り
ます。

未実施 未実施 ○関係各課による
検討委員会を組織
し、業務確認及び課
題の洗い出しなどを
行う。
○検討会議の実施
及びワンストップ化
の方向性等の検討

福祉総務課
総務担当
054-221-1366
子育て支援課
企画担当
054-221-1169

－ 0 0

15 継

子育て応援総合ＨＰ
「ちゃむ」の運営

子育てに関する行政情報や制度案内
をはじめ、サークル紹介、イベント情報
などを総合的に掲載したインターネッ
トホームページや携帯サイトを管理運
営します。

毎月平均トップペー
ジアクセス件数
約3,600件

子育て関連情報の提
供
○毎月平均トップ
ページアクセス件数
約4,400件（平成22年
12月末）

子育て関連情報の
提供

子育て支援課
企画担当
054-221-1169

『静岡市子育て応
援総合サイト「ちゃ
む」』
アドレス：
http://www.chum-
shizuoka.jp

678 159

区
分

平成22年度
取組内容（見込）

平成23年度
取組内容（計画）

「継」→継続事業、「新」→平成23年度新規事業、「重」→プラン上の重点事業、「マ」→マニュフェスト事
業、「拡」→平成23年度に拡大・拡充する事業

掲載
No

対　　　象 事　業　名 事　業　概　要
平成21年度
実　　　　績

単位：千円

妊婦
0歳～概
ね18歳
保護者

担当課・連絡先
事業の詳細

が分かる媒体等

平成23年度
当初予算額
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予算額 うち一財

区
分

平成22年度
取組内容（見込）

平成23年度
取組内容（計画）

掲載
No

対　　　象 事　業　名 事　業　概　要
平成21年度
実　　　　績

担当課・連絡先
事業の詳細

が分かる媒体等

平成23年度
当初予算額

16 継

「しずおかし子育てハンド
ブック」の作成・配布

子育てに関する様々な情報を掲載し
たハンドブックを作成し、主に保健福
祉センターで母子健康手帳交付時に
配布します。

12,000部作成・配布 15,000部作成・配布 15,000部作成・配布 子育て支援課
企画担当
054-221-1169

しずおかし子育て
ハンドブック
市ＨＰ（子育て支援
課） 1,024 492

17 継

「子育て支援マップ」の作
成・配布

子育て支援の拠点となる児童館や子
育て支援センターなどが掲載された地
図情報や主な子育て支援サービスを
紹介し、公共施設等へ配布します。

未実施 子育て支援マップを
作成し、各施設又は
市民に配付。
○葵・駿河区版
4,850部
○清水版　3,050部

市民に配付 子育て支援課
企画担当
054-221-1169

子育て支援マップ

0 0

18 継

家庭児童相談室の運営 各区福祉事務所に家庭児童相談室を
設置し、児童に関する様々な問題に
ついて、児童、家庭又は地域住民など
からの相談に応じ、必要な助言を行い
ます。

相談受付件数
1,084件

継続実施 継続実施 子ども青尐年
相談センター
相談担当
054-221-1314

市ＨＰ（子ども青尐
年相談センター）
子育てハンドブック 474 474

19 継 0歳

未熟児養育医療の給付 出生時の体重が2,000グラム以下又は
未熟児性を有する乳児を対象に、入
院医療費及び食事療養費を公費で負
担します。

給付件数
389件

給付件数見込
468件

継続実施 保健予防課
医療援護担当
054-249-3170

市ＨＰ（保健予防
課）
チラシ
母子健康手帳

30,219 19,163

20
拡
重
マ

子育てトーク事業 各地区の地区社会福祉協議会、主任
児童委員等が中心となり、主に未就
園児及びその保護者を対象に、親子
の交流の場の提供、情報交換、子育
て相談及び各種催し物等を実施しま
す。

28地区47事業 子育てトーク
32地区55事業

子育てトーク
34地区61事業

子育て支援課
運営担当
054-221-1543

市ＨＰ（子育て支援
課）
子育て応援総合Ｈ
Ｐ「ちゃむ」
子育てハンドブック
市広報紙
チラシ

1,880 940

21 継

あそび・子育ておしゃべり
サロン事業

保育園において、親子の遊び場として
園内開放したり、遊びの紹介、健康や
食事に関するアドバイスや講座等を実
施します。

全公立保育園で実施 全公立保育園で実施 全公立保育園で実
施

子育て支援課
運営担当
054-221-1543

市ＨＰ（子育て支援
課）
子育て応援総合Ｈ
Ｐ「ちゃむ」
子育てハンドブック
チラシ

3,643 3,643

0～3歳
保護者

妊婦
0歳～概
ね18歳
保護者
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予算額 うち一財

区
分

平成22年度
取組内容（見込）

平成23年度
取組内容（計画）

掲載
No

対　　　象 事　業　名 事　業　概　要
平成21年度
実　　　　績

担当課・連絡先
事業の詳細

が分かる媒体等

平成23年度
当初予算額

22 継

子育て支援センターの運
営

地域の子育て支援機能の充実と子育
ての不安感等を緩和することを目的
に、未就園児及びその保護者を対象
に、子育てに関する相談、情報提供、
親子の交流の場を提供し、様々なイベ
ントを実施します。

施設数
18か所
利用者数
延べ169,000人

市内18か所で実施 継続実施 子育て支援課
運営担当
054-221-1543

市ＨＰ（子育て支援
課）
子育て応援総合Ｈ
Ｐ「ちゃむ」
子育てハンドブック
市広報紙
チラシ

163,440 99,020

23
継
重

子育て支援センターの整
備

市域全体の均衡と地域性、地域の児
童数などを勘案し、子育て支援セン
ターの設置を進めます。

センター型　14か所
ひろば型　1か所
児童館型　1か所
小規模型　2か所

センター型　15か所
ひろば型　2か所
児童館型　1か所
（センター型開設1か
所、
小規模型からひろば
型へ転換1か所、廃
止1か所）

－

子育て支援課
運営担当
054-221-1543

－ 0 0

24 継

育児相談の実施（さくら
んぼ等）

保健福祉センター内や保健師が地域
に出向き、個別相談等の育児支援を
実施します。

実施回数　608回
　　　　　　　19,429人

継続実施
12月現在
443回
14,152人

継続実施 健康づくり推進
課
健康政策担当
054-221-1571

市ＨＰ（健康づくり推
進課）
市広報紙
チラシ
子育てハンドブック

29,864 29,864

25 継

地域に開かれた幼稚園
づくり推進事業（子育て
ひろば）

幼稚園を開放し、地域の未就園児に
触れ合いや遊びの場を提供するととも
に、幼児教育に関する相談に応じま
す。

公立・私立幼稚園に
おいて、486回実施
未就園児延べ10,295
人参加
保護者延べ9,906人
参加

継続実施 継続実施 教育総務課
企画担当
054-354-2505

市ＨＰ（教育総務
課）
市広報紙
各幼稚園から配布
される回覧板 2,983 2,983

26 拡

子ども手当（児童手当）
の支給

子どもの成長及び発達に資することを
目的として、子どもを養育する保護者
に子ども手当（児童手当）を支給しま
す。

児童手当受給者数
延べ755,135人
【参考】
支給対象児童
小学校修了前の児
童
所得制限あり
支給額
月額5,000円又は1万
円

継続実施
平成22年4月より、子
ども手当として、中学
校修了前の児童1人
当たり月額13,000円
を支給
所得制限なし
延べ児童数878,858
人

継続実施
中学校修了前の児
童に月額13,000円
を支給（平成23年4
月より３歳未満につ
いては月額20,000
円）
所得制限なし
延べ児童数
1,055,900人

子育て支援課
給付担当
054-221-1381

市ＨＰ（子育て支援
課）
子育て応援総合Ｈ
Ｐ「ちゃむ」
チラシ

14,877,784 1,497,081

0歳～就
学前
保護者

0歳～中
学生
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予算額 うち一財

区
分

平成22年度
取組内容（見込）

平成23年度
取組内容（計画）

掲載
No

対　　　象 事　業　名 事　業　概　要
平成21年度
実　　　　績

担当課・連絡先
事業の詳細

が分かる媒体等

平成23年度
当初予算額

27 継

交通遺児等福祉手当の
支給

交通事故等により、生計維持者を亡く
した児童の生活の向上と福祉の増進
を図るため、中学校修了前の児童に
対して、月額5,000円を支給します。

対象児童数
延べ264人

継続実施
対象児童数
延べ276人

継続実施
対象児童数
延べ288人

子育て支援課
給付担当
054-221-1381

市ＨＰ（子育て支援
課）
子育て応援総合Ｈ
Ｐ「ちゃむ」
チラシ

1,440 1,440

28 継

子ども医療費の助成 保護者の経済的負担を軽減し、子ども
が適正な医療を受け健全な育成を図
ることを目的に、医療費の一部を助成
します。

入院　5,679件
通院　615,673件
【参考】
小学校就学前児童
の入院・通院医療費
は、現物給付（通院
に係る自己負担は、
0歳児は無料、1歳以
上児は1回500円（月
4回まで））
小中学生の入院医
療費は償還払い（自
己負担はなし）

継続実施
未就学児入院（現物
給付）　 4,897件
未就学児通院（現物
給付）615,999件
小中学生入院（償還
払い）　　 984件
所得制限なし
自己負担１歳以上の
通院のみ1回500円
（月4回まで）

継続実施
未就学児入院（現
物給付）　 4,770件
未就学児通院（現
物給付）591,651件
小中学生入院（償
還払い）　 1,053件
所得制限なし
自己負担１歳以上
の通院のみ1回500
円（月4回まで）

子育て支援課
給付担当
054-221-1381

市ＨＰ（子育て支援
課）
子育て応援総合Ｈ
Ｐ「ちゃむ」
チラシ

1,116,315 804,450

29 継
0歳～18
歳未満

小児慢性特定疾患治療
に係る医療の給付

児童（18歳未満）の慢性疾患のうち、
特定の疾患について、その治療にか
かる費用の一部を公費で負担し、その
治療の研究促進を図ります。

給付件数
4,721件

給付件数見込
5,847件

継続実施 保健予防課
医療援護担当
054-249-3170

市ＨＰ（保健予防
課）
チラシ
母子健康手帳

161,562 80,782

30 継
0歳～概
ね18歳
保護者

子育て短期支援事業 育児疲れ・育児不安等の解消、児童
の虐待防止及び子育て家庭への支援
を図るため、児童福祉施設等におい
て短期入所を実施します。

実施か所数
3か所
利用者数
延べ160人

継続実施
市内3か所で実施
利用者見込み
延べ100人

継続実施
市内3か所で実施
利用者見込み
延べ275人

子育て支援課
給付担当
054-221-1381

市ＨＰ（子育て支援
課）
子育て応援総合Ｈ
Ｐ「ちゃむ」
子育てハンドブック
チラシ

1,787 894

31 継
0歳～20
歳
保護者

子ども・青尐年相談の実
施

0～20歳の子ども・青尐年とその家族
や関係者が抱える性格・行動や進路
などの悩みに対して、相談員が相談
に応じます。

【面接相談】　296件
延べ4,694回
【電話相談】
・こころのホットライン
679件
・24時間いじめ電話
相談　369件(うちいじ
めは120件）

面接相談及び電話
相談を実施

継続実施 子ども青尐年
相談センター
相談担当
054-221-1314

市ＨＰ（子ども青尐
年相談センター）
パンフレット
ポケットカード

4,624 4,624

0歳～中
学生
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予算額 うち一財

区
分

平成22年度
取組内容（見込）

平成23年度
取組内容（計画）

掲載
No

対　　　象 事　業　名 事　業　概　要
平成21年度
実　　　　績

担当課・連絡先
事業の詳細

が分かる媒体等

平成23年度
当初予算額

32 継
1歳～就
学前
保護者

健診事後フォロー教室の
開催（パンダ教室、イル
カの会など）

親子遊び、グループ遊びを通して、こ
とばや社会性を身につけ、集団になじ
めるようにしていくあそびの教室を開
催します。

実施回数　107回
                918人

継続実施
12月現在
 87回
 817人

継続実施 健康づくり推進
課
健康政策担当
054-221-1571

市ＨＰ（健康づくり推
進課）
子育てハンドブック
チラシ

No.24
に含む

No.24
に含む

33 継 就学前

幼稚園就園奨励費補助
金交付事業

私立幼稚園に通う児童の保護者に対
し、保育料の一部を補助金として交付
します。

私立幼稚園
56園
補助金交付者
6,662人

私立幼稚園
57園
補助金交付者
6,785人

継続実施 学事課
就学援助担当
054-354-2532

市ＨＰ（学事課）
子育て応援総合Ｈ
Ｐ「ちゃむ」
子育てハンドブック

655,831 486,627

34 継

要・準要保護児童生徒扶
助費交付事業

経済的理由により就学困難な児童生
徒を対象に、学用品費や通学費、修
学旅行費、給食費、医療費等の必要
な援助を行います。

小学生　1,768人
中学生　1,157人

小学生2,134人
中学生1,396人

継続実施 学事課
就学援助担当
054-354-2532

市ＨＰ（学事課）
子育て応援総合Ｈ
Ｐ「ちゃむ」
チラシ

281,684 279,438

35 継

特別支援教育就学奨励
費補助金交付事業

特別支援学級へ就学する児童生徒を
養育する保護者の経済的負担を軽減
するため、補助金を交付します。

小学生　284人
中学生　162人

小学生327人
中学生188人

継続実施 学事課
就学援助担当
054-354-2532

市ＨＰ（学事課）
子育て応援総合Ｈ
Ｐ「ちゃむ」

20,889 10,445

36 継

遠距離通学費補助金交
付事業

小学校4キロ、中山間地域の小学校3
キロ、中学校6キロを超えて通学する
児童生徒の保護者を対象に、補助金
を交付します。

小学生　432人
中学生　541人

小学生451人
中学生540人

継続実施 学事課
就学援助担当
054-354-2532

市ＨＰ（学事課）
子育て応援総合Ｈ
Ｐ「ちゃむ」 29,139 29,139

37 継
小学生
中学生
高校生

勤労者教育資金貸付金
利子補給事業

市内に在住する勤労者の教育費の負
担を軽減し、福祉の増進を図るため、
県労働金庫が勤労者に貸し付ける教
育資金貸付金に対して、利子補給を
行います。

利用件数　485件 継続実施 継続実施 商業労政課
雇用労働政策
室
054-354-2430

市ＨＰ（商業労政
課）
チラシ 8,440 8,440

38 継

小学生
中学生
高校生～
18歳未
満
保護者

児童・家庭に関する専門
的知識・技術を要する相
談の実施

専門的な知識及び技術を必要とする
相談について、必要に応じて児童の
家庭状況、生活歴や性格、行動等に
ついて専門的な角度から総合的に調
査、診断、判定を行い、それに基づく
援助方針を定め、児童の援助を実施
します。

相談件数　1,399件
相談種別
養護相談、障害相
談、非行相談、育成
相談、その他

相談件数　1,450件
相談種別
養護相談、障害相
談、非行相談、育成
相談、その他

継続実施 児童相談所
相談・判定担
当
054-275-2871

年度版「事業のあ
ゆみ」
市広報紙（12/15
号） No.130

に含む
No.130
に含む

39 継

育英奨学金貸付事業 成績優秀で意欲がありながら経済的
理由により修学が困難な高校生、短
大生、専門学校、大学生又は大学院
生を対象に、奨学金を貸与します。

高校生　18人
大学生等　166人

高校生23人
大学生等177人

継続実施 学事課
就学援助担当
054-354-2532

市ＨＰ（学事課）
市広報紙
子育て応援総合Ｈ
Ｐ「ちゃむ」

43,260 0

小学生
中学生

高校生
大学生等
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予算額 うち一財

区
分

平成22年度
取組内容（見込）

平成23年度
取組内容（計画）

掲載
No

対　　　象 事　業　名 事　業　概　要
平成21年度
実　　　　績

担当課・連絡先
事業の詳細

が分かる媒体等

平成23年度
当初予算額

40 継

篤志奨学金給付事業 修学困難な高校生、短大生及び大学
生を対象に、教育奨励費（入学一時
金）として奨学金を給付します。

高校生　4人
大学生等　18人

高校生12人
大学生等11人

継続実施 学事課
就学援助担当
054-354-2532

市ＨＰ（学事課）
市広報紙
子育て応援総合Ｈ
Ｐ「ちゃむ」

1,700 0

41 継 全市民

カウンセリング講座の実
施

市民を対象にカウンセリング講座を開
催し、カウンセリング理論や技術の普
及を図ります。

3コース（6講座）
参加者数
延べ118人

3コース（6講座）
参加者数
延べ246人

6講座実施 子ども青尐年
相談センター
相談担当
054-221-1314

市ＨＰ（子ども青尐
年相談センター）
市広報紙（6/1予
定）
チラシ

608 608

42 継 学校法人

私立学校振興補助金交
付事業

教育の振興及び児童生徒の保護者の
経済的負担の軽減を図るため、市内
の私立幼稚園、小学校、中学校及び
高等学校に補助金を交付します。

学校法人　56校（園） 学校法人 56校（園） 継続実施 学事課
就学援助担当
054-354-2532 － 205,499 205,499

17,649,917 3,570,012

（注１）「平成23年度当初予算額」の「合計」について、欄内にある「No.○○に含む」や「○○○の一部」などの表現をしている予算額は、他事業と切り分けができないことや事業対象者に子ども以外を含んでいる
　　　などの理由により、合計額に含めていません。
（注２）「平成23年度取組内容（見込）」については、平成23年7月頃にあらためて確定値を公表します。
（注３）本一覧表は、平成23年2月25日に取りまとめた状況です。

高校生
大学生等

合　　　　　計
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施策目標１「子どもを安心して生み、育てることができる環境づくり」 ※「区分」欄の説明

基本施策３「ひとり親家庭への支援」

予算額 うち一財

43 継

母子自立支援プログラム
策定事業

児童扶養手当を受給している母子家
庭の状況、ニーズ等に対応した自立
支援プログラムを策定し、自立と就業
を支援します。

自立支援プログラム
策定員1名配置

継続実施
自立支援プログラム
策定員1名配置

継続実施
自立支援プログラム
策定員1名配置

子育て支援課
給付担当
054-221-1381

市ＨＰ（子育て支援
課）
子育て応援総合Ｈ
Ｐ「ちゃむ」
市母子寡婦福祉連
合会ＨＰ

1,701 701

44 継

母子家庭自立支援給付
金事業

母子家庭の自立を支援するため、資
格を取得するための養成機関の就業
や就職に結びつく講座を受講する際
に、給付金を支給します。

自立支援教育訓練
給付金
10件
高等技能訓練給付
金
129件
修了一時金
2件

継続実施
自立支援教育訓練
給付金　15件
高等技能訓練給付
金
180件
修了一時金
2件

継続実施
自立支援教育訓練
給付金　15件
高等技能訓練給付
金
全額132件、半額84
件
修了一時金
全額3件、半額3件

子育て支援課
給付担当
054-221-1381

市ＨＰ（子育て支援
課）
子育て応援総合Ｈ
Ｐ「ちゃむ」
チラシ

25,359 6,340

45 継

母子寡婦福祉資金の貸
付

母子家庭等に経済的自立の助成と生
活意欲の助長を図り、併せてその扶
養している子どもの福祉を増進するた
め、修学資金、生活資金等の各種資
金を貸付します。

貸付件数
750件
貸付額
384,000千円

継続実施
貸付件数
869件
貸付額
438,525千円

継続実施
貸付件数
877件
貸付額
440,550千円

子育て支援課
給付担当
054-221-1381

市ＨＰ（子育て支援
課）
子育て応援総合Ｈ
Ｐ「ちゃむ」
チラシ

440,550 79,000

46 継

児童福祉援護団体等へ
の運営費補助

母子や寡婦の福祉の増進を図ること
を目的に活動している児童福祉援護
団体に対し、円滑な運営を図ることを
目的に運営費を補助します。

1団体1,606千円補助 継続実施
1団体

継続実施
1団体

子育て支援課
給付担当
054-221-1381

市母子寡婦福祉連
合会ＨＰ

1,526 1,526

47 継

児童扶養手当の支給 父又は母と生計を一にしていない児
童が養育される家庭生活の安定と自
立の促進に寄与するため、児童扶養
手当を支給し、児童福祉の増進を図り
ます。（所得制限あり）

受給者数　約4,600人
【参考】
全部支給
月額41,720円
一部支給
月額9,850円～
41,710円

平成22年8月より、支
給対象者を「父子家
庭」に拡大
受給者数
　母子約4,800人
　父子　約100人

継続実施
受給者数
約5,000人

子育て支援課
給付担当
054-221-1381

市ＨＰ（子育て支援
課）
子育て応援総合Ｈ
Ｐ「ちゃむ」
チラシ 2,190,875 1,461,316

事業の詳細
が分かる媒体等

区
分

平成23年度
当初予算額

平成22年度
取組内容（見込）

対　　　象 事　業　名 事　業　概　要

単位：千円

平成21年度
実　　　　績

「継」→継続事業、「新」→平成23年度新規事業、「重」→プラン上の重点事業、「マ」→マニュフェスト事
業、「拡」→平成23年度に拡大・拡充する事業

母子家庭

母子家庭
寡婦

母子家庭
父子家庭

掲載
No

担当課・連絡先
平成23年度

取組内容（計画）
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予算額 うち一財

事業の詳細
が分かる媒体等

区
分

平成23年度
当初予算額

平成22年度
取組内容（見込）

対　　　象 事　業　名 事　業　概　要
平成21年度
実　　　　績

掲載
No

担当課・連絡先
平成23年度

取組内容（計画）

48 継

母子家庭等医療費の助
成

所得税非課税世帯の母子家庭の母
子や父子家庭の父子、両親のいない
児童を対象に、母子家庭等の生活の
安定と健康の保持を目的として、医療
費を自動償還払いで助成します。

医療費支払件数
52,127件

継続実施
医療費支払件数
52,508件

継続実施
医療費支払件数
53,157件

子育て支援課
給付担当
054-221-1381

市ＨＰ（子育て支援
課）
子育て応援総合Ｈ
Ｐ「ちゃむ」
チラシ

149,141 99,546

49 継

母子家庭等日常生活支
援事業

母子家庭等の福祉の増進を図るた
め、生活援助（食事の世話、掃除な
ど：1時間単位）や子育て支援（乳幼児
の保育など：2時間単位）を行う家庭生
活支援員を派遣します。（利用者負担
あり。0円～1,800円）

生活援助
10件、64回210時間
子育て支援
54件、270回2,030時
間

継続実施
利用見込み
生活援助
24件、170回、425時
間
子育て支援
68件、290回、1,870
時間

継続実施
生活援助
450時間
子育て支援
2,000時間

子育て支援課
給付担当
054-221-1381

市ＨＰ（子育て支援
課）
子育て応援総合Ｈ
Ｐ「ちゃむ」
市母子寡婦福祉連
合会ＨＰ
チラシ

2,607 1,299

50 継

ひとり親家庭生活支援事
業

母子家庭や父子家庭の精神的支援
や生活の安定を図るため、児童が悩
みを気軽に相談できる大学生等（ホー
ムフレンド）を派遣して、生活面での指
導を行います。

ホームフレンド 30名
派遣先世帯 30世帯
派遣回数 180回

継続実施
見込み
ホームフレンド34名
派遣先世帯30世帯
派遣回数188回

継続実施
ホームフレンド30名
派遣先世帯36世帯
派遣回数192回

子育て支援課
給付担当
054-221-1381

市ＨＰ（子育て支援
課）
子育て応援総合Ｈ
Ｐ「ちゃむ」
市母子寡婦福祉連
合会ＨＰ
チラシ

1,089 578

51 継
父子家庭
母子家庭

父子家庭等福祉対策促
進事業補助金

父子家庭やひとり親家庭の交流事業
を行う団体に対し、事業費を補助しま
す。

2団体補助 継続実施
2団体補助
（母子会と父子会）

継続実施
1団体補助
（母子会のみ）

子育て支援課
給付担当
054-221-1381

市社会福祉協議会
ＨＰ
市母子寡婦福祉連
合会ＨＰ

728 728

52 継
母子家庭
寡婦
父子家庭

母子家庭等就業・自立支
援センター運営事業

母子家庭等の就業・自立を図るため
の事業を実施します。
（母子家庭、寡婦のみ対象の事業）
就業相談、職業紹介、就業支援講習
会など
（母子家庭、寡婦、父子家庭が対象の
事業）
特別相談会、養育費等の相談、養育
費セミナー、就業支援セミナー

1か所
※静岡県、浜松市と
共同設置

継続実施
1か所
※静岡県、浜松市と
共同設置

継続実施
1か所
※静岡県、浜松市と
共同設置

子育て支援課
給付担当
054-221-1381

市ＨＰ（子育て支援
課）
子育て応援総合Ｈ
Ｐ「ちゃむ」
県母子寡婦福祉連
合会ＨＰ
チラシ

5,806 2,904

2,819,382 1,653,938

（注１）「平成23年度当初予算額」の「合計」について、欄内にある「No.○○に含む」や「○○○の一部」などの表現をしている予算額は、他事業と切り分けができないことや事業対象者に子ども以外を含んでいる
　　　などの理由により、合計額に含めていません。
（注２）「平成23年度取組内容（見込）」については、平成23年7月頃にあらためて確定値を公表します。
（注３）本一覧表は、平成23年2月25日に取りまとめた状況です。

合　　　　　計

母子家庭
父子家庭
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施策目標１「子どもを安心して生み、育てることができる環境づくり」 ※「区分」欄の説明

基本施策４「子育てに配慮した生活環境の整備」

予算額 うち一財

53 継

公立保育園建替事業 老朽化している園舎について、建替工
事を実施し、災害時等に収容避難所
として相応しい建物にするとともに、乳
幼児の安全な環境を確保します。

・清水保育園（平成
20年度からの継続実
施）
・服織保育園、清水
飯田南保育園及び
清水有度東保育園３
園着手

・服織保育園、清水
飯田南保育園（継続
実施）
・清水原保育園、清
水飯田東保育園２園
着手

・清水原保育園（継
続実施）

保育課
総務担当
054-221-1191

－ 46,700 46,700

54 継

私立保育園の耐震補強
推進

耐震性に劣る私立保育園の耐震補強
工事の一部を補助することにより、乳
幼児の安全な環境を確保します。

未実施園　6園 未実施園6園のうち、
2園着手

１園着手 保育課
総務担当
054-221-1191 － 196,080 61,275

55 継

静岡地域材活用促進事
業

木造公益的施設（保育園、幼稚園等）
を建設する際、一定の条件を満たした
場合に建築用木材を提供します。

幼稚園  1園 幼稚園　2園 保育園、幼稚園
2園

中山間地振興
課
森林・林業担当
054-294-8807

市ＨＰ（中山間地振
興課）、
静岡地域材活用住
宅推進協議会ＨＰ

10,000 0

56 新

私立保育園の園庭グ
リーン化事業

私立保育園の園庭芝生化に対して補
助することにより、芝生化を促進し、児
童の体力向上、保育環境の向上、地
域コミュニティの活性化を図ります。

未実施 未実施 10園着手 保育課
総務担当
054-221-1191 － 5,000 5,000

57 継
0歳～就
学前
保護者

公共施設への授乳室・お
むつ替えスペース等整
備

市で新設・建替等を行う公共施設につ
いては、公共施設の利用しやすさに配
慮し、授乳室やおむつ替えスペース等
の確保に努めます。

未実施 未実施 関係各課への周知 全庁的取組

－ 0 0

58 継

特定優良賃貸住宅子育
て支援制度

特定優良賃貸住宅において、子育て
に適した良好な住環境を提供するた
め、新規入居世帯で収入基準を満た
しており、小学校6年生以下の子ども
を扶養している世帯に対し、家賃減額
補助を実施します。

利用件数　24件 継続実施 継続実施 住宅政策課
企画担当
054-221-1590

市ＨＰ（住宅政策
課）
パンフレット

15,219 7,609

59 継

子育て支援期限付き入
居制度

公営住宅において、子育てに適した良
好な住環境を提供するため、40歳以
下の若年世帯で小学校6年生以下の
子どもを扶養する世帯に対し、期限付
き入居制度を実施します。

入居件数　17件 入居件数　35件 入居件数　30件程度 住宅政策課
管理担当
054-221-1132

市広報紙

0 0

0歳～小
学生
保護者

平成22年度
取組内容（見込）

区
分

平成21年度
実　　　　績

「継」→継続事業、「新」→平成23年度新規事業、「重」→プラン上の重点事業、「マ」→マニュフェスト事
業、「拡」→平成23年度に拡大・拡充する事業

事業の詳細
が分かる媒体等

0歳～就
学前

掲載
No

事　業　名
平成23年度
当初予算額担当課・連絡先

単位：千円

事　業　概　要対　　　象
平成23年度

取組内容（計画）
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予算額 うち一財

平成22年度
取組内容（見込）

区
分

平成21年度
実　　　　績

事業の詳細
が分かる媒体等

掲載
No

事　業　名
平成23年度
当初予算額担当課・連絡先事　業　概　要対　　　象

平成23年度
取組内容（計画）

60 継

子育て世帯住宅購入資
金利子補給事業

市内に定住したいと考えている子育て
世帯に対し、子育て期間の住宅ローン
利子の一部を補給することで、住宅を
購入しやすい環境を整えます。

未実施 平成22年度9月1日よ
り募集開始。1件当り
購入価格20,000千
円、年率0.3%を上限
とし、最大60千円/年
を支給。

継続実施 住宅政策課
企画担当
054-221-1590

市ＨＰ（住宅政策
課）
市広報紙
パンフレット 2,400 1,200

61 継

子育て世帯優先宅地分
譲事業

公営住宅の建て替え等で生じた跡地
について、子育て世帯に優先的に提
供することにより、個人住宅を購入し
やすい環境を整えます。

未実施 10区画程度を提供 5区画程度を提供 住宅政策課
企画担当
054-221-1590

市ＨＰ（住宅政策
課）
市広報紙
パンフレット

2,125 2,125

62 継

就学前
小学生
中学生
高校生

学校の安全対策 園児や児童、生徒が安全で安心して
生活が送れるよう、学校保健安全法
に基づく安全点検を実施します。

市内の全幼・小・中・
高校147校で実施

市内の全幼・小・中・
高校146校で実施

市内の全幼・小・中・
高校１４６校で実施

学校教育課
保健担当
054-354-2518 － 0 0

277,524 123,909

（注１）「平成23年度当初予算額」の「合計」について、欄内にある「No.○○に含む」や「○○○の一部」などの表現をしている予算額は、他事業と切り分けができないことや事業対象者に子ども以外を含んでいる
　　　などの理由により、合計額に含めていません。
（注２）「平成23年度取組内容（見込）」については、平成23年7月頃にあらためて確定値を公表します。
（注３）本一覧表は、平成23年2月25日に取りまとめた状況です。

合　　　　　計

0歳～小
学生
保護者
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施策目標２「子育てと仕事の両立を支援する環境づくり」 ※「区分」欄の説明

基本施策１「多様な保育ニーズに対応するための支援」

予算額 うち一財

63
継
重
マ

0歳～2
歳

待機児童解消事業 年度途中において、保育園の入所要
件があるにもかかわらず、入所を希望
する保育園の定員超過等により入所
できない0、1、2歳児を（仮称）静岡市
待機児童センターで一時的に預かり
ます。

未実施 静岡市待機児童園を
駿河区に設置。平成
22年10月供用開始
※定員72名

継続実施 保育課
総務担当
054-221-1191

市ＨＰ（保育課）

No.65
に含む

No.65
に含む

64 継

一時預かり事業（子育て
支援センター）

家庭における保護者の疾病や育児疲
れ等により一時的に保育が必要とな
る場合、静岡中央子育て支援センター
や清水中央子育て支援センターで子
どもを一時的に預かります。

2か所 2か所 2か所 子育て支援課
運営担当
054-221-1543

市ＨＰ（子育て支援
課）
子育て応援総合Ｈ
Ｐ「ちゃむ」
子育てハンドブック
市広報紙

118,299 79,885

65 継

通常保育事業 保護者の就労又は疾病その他の理由
により、子どもが保育に欠ける場合に
おいて、保育園で保育を行います。

108園
（公立51園、私立57
園）
３歳未満児
4,122名
３歳以上児
7,407名

106園（公立48園、私
立58園）

106園（公立47園、私
立59園）

保育課
総務担当
054-221-1191

市ＨＰ（保育課）
子育て応援総合Ｈ
Ｐ「ちゃむ」
市広報紙（9/1号）
子育てハンドブック 8,703,257 5,191,375

66 拡

延長保育事業 保護者の就労形態の多様化、長時間
の勤務等に対応するため、通常の保
育時間を超えて概ね午後7時までの延
長保育を実施し、子育てと就労の両立
を支援します。

64園 ６４園で継続実施 ６４園で継続実施
１園新規実施

保育課
総務担当
054-221-1191

市ＨＰ（保育課）
子育て応援総合Ｈ
Ｐ「ちゃむ」
子育てハンドブック

No.65
に含む

No.65
に含む

67 継

障害児保育事業 保護者の就労又は疾病その他の理由
により保育に欠け、心身に障害のある
子どもを保育園において一般の子ども
とともに集団保育します。

各園にて障害のある
子どもを受入

継続実施 継続実施 保育課
総務担当
054-221-1191

市ＨＰ（保育課）
子育て応援総合Ｈ
Ｐ「ちゃむ」
子育てハンドブック

No.65
に含む

No.65
に含む

68
継
重

一時預かり事業（保育
園）

通常保育園を利用していない家庭に
おける保護者の疾病や育児疲れ等に
より一時的に保育が必要となる場合、
保育園で子どもを一時的に預かりま
す。

98園 ９８園で継続実施
２園新規実施

100園で継続実施 保育課
総務担当
054-221-1191

市ＨＰ（保育課）
子育て応援総合Ｈ
Ｐ「ちゃむ」
子育てハンドブック

No.65
に含む

No.65
に含む

掲載
No

対　　　象 事　業　名

単位：千円

区
分

平成21年度
実　　　　績

「継」→継続事業、「新」→平成23年度新規事業、「重」→プラン上の重点事業、「マ」→マニュフェスト事
業、「拡」→平成23年度に拡大・拡充する事業

平成22年度
取組内容（見込）

担当課・連絡先
事業の詳細

が分かる媒体等

平成23年度
当初予算額事　業　概　要

0歳～就
学前

平成23年度
取組内容（計画）
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予算額 うち一財

掲載
No

対　　　象 事　業　名
区
分

平成21年度
実　　　　績

平成22年度
取組内容（見込）

担当課・連絡先
事業の詳細

が分かる媒体等

平成23年度
当初予算額事　業　概　要

平成23年度
取組内容（計画）

69
継
マ

ファミリー・サポート・セン
ター事業

学校等への送迎、一時的・緊急的な
預かりなどを必要とする子育て家庭に
対し、会員組織の相互援助によるサ
ポートを行います。

会員数　3,300人 会員数　3,500人 会員数　3,700人 子育て支援課
運営担当
054-221-1543

市ＨＰ（子育て支援
課）
子育て応援総合Ｈ
Ｐ「ちゃむ」
市広報紙
子育てハンドブック
パンフレット

20,071 8,135

70 継

緊急サポートセンター事
業

病気中若しくは病気の回復期にある
子どもを保育してくれる会員と預けた
い会員による会員組織の相互援助に
よるサポートを行います。

会員数　650人 会員数　700人 会員数　750人 子育て支援課
運営担当
054-221-1543

市ＨＰ（子育て支援
課）
子育て応援総合Ｈ
Ｐ「ちゃむ」
市広報紙
子育てハンドブック
パンフレット

9,287 6,965

71 継 就学前

病児・病後児保育事業 子どもが病気中若しくは病気の回復
期であり、集団保育が困難な期間に、
その子どもの一時預かりを行い、保護
者の子育てと就労の両立を支援しま
す。

葵区1か所 葵区1か所 葵区1か所 保育課
総務担当
054-221-1191

市ＨＰ（保育課）
子育て応援総合Ｈ
Ｐ「ちゃむ」
子育てハンドブック

12,000 12,000

72 継

放課後児童クラブの運営 保護者が就労等により昼間家庭にい
ない児童（概ね小学1～3年生）の健全
な育成を目的に、小学校や児童館等
に専用室を設けて、家庭に代わる遊
びや生活の場を提供します。

小学校1年生～3年
生の利用者数　3,249
人
※クラブ数　72か所

小学校1年生～3年
生の利用者数　3,217
人
※クラブ数　74か所
※受入可能人数
4,445人

継続実施
※クラブ数　75か所
（グループ数　95グ
ループ）
※受入可能人数
4,483人

子育て支援課
運営担当
054-221-1543

市ＨＰ（子育て支援
課）
子育て応援総合Ｈ
Ｐ「ちゃむ」
市広報紙

404,792 311,562

73
拡
重
マ

放課後児童クラブの整備 待機児童の多いクラブや環境整備が
必要なクラブを中心に整備します。

新規　2か所
拡張　7か所

なし 拡張　1か所 子育て支援課
運営担当
054-221-1543 － 33,087 10,319

9,300,793 5,620,241

（注１）「平成23年度当初予算額」の「合計」について、欄内にある「No.○○に含む」や「○○○の一部」などの表現をしている予算額は、他事業と切り分けができないことや事業対象者に子ども以外を含んでいる
　　　などの理由により、合計額に含めていません。
（注２）「平成23年度取組内容（見込）」については、平成23年7月頃にあらためて確定値を公表します。
（注３）本一覧表は、平成23年2月25日に取りまとめた状況です。

0歳～小
学生

小学生

合　　　　　計
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施策目標２「子育てと仕事の両立を支援する環境づくり」 ※「区分」欄の説明

基本施策２「多様な働き方の実現に向けた取組の推進」

予算額 うち一財

74 継 全市民

仕事と家庭両立支援セミ
ナー等の開催

職業生活と家庭生活との両立に役立
つ知識、心構え等を学ぶセミナー等の
開催を通して、就労環境の改善を奨
励します。

市単独開催　1回
参加者数　34人
共催　1回
参加者数　104人

市単独開催　1回
参加者数　26人
共催　1回
参加者数　101人

継続実施 商業労政課
雇用労働政策室
054-354-2430

市ＨＰ（商業労政課）
市広報紙
チラシ

247 247

75
継
重

ワーク・ライフ・バランス
啓発事業

一人ひとりがやりがいや充実感を感じ
ながら働き、仕事上の責任や生産性
の向上に努めるとともに、家庭や地域
生活などにおいても多様な生き方が
選択できるような社会を実現するた
め、講演会やシンポジウムなどの啓
発事業を開催します。

○シンポジウム
2回開催
○講演会（セミナー）
開催

○女性会館での講座
開催
○企業を対象とする
実践講座開催（内閣
府と共催）参加者数
53人
○市民向け啓発講
演会開催　参加者数
271人

○女性会館での講座
開催
○男女共同参画
フォーラムの開催

男女共同参画課
男女共同参画担
当
054-221-1349
子育て支援課
企画担当
054-221-1169
商業労政課
雇用労働政策室
054-354-2410

市ＨＰ（男女共同参
画課、子育て支援
課、商業労政課）
市広報紙
周知用チラシ

1,027 1,027

76 継

定時退庁・定時退社キャ
ンペーンの実施検討

定時退庁・定時退社キャンペーンにつ
いて、他都市の実施状況等を調査し、
その実施方法等について検討します。

他都市の実施状況
について調査

他都市の実施状況
について調査

他都市の実施状況
について調査

男女共同参画課
男女共同参画担
当
054-221-1349
商業労政課労働
政策室
054-354-2410

－ 0 0

77 継 事業所

ワーク・ライフ・バランス
推進事業所表彰事業

ワーク・ライフ・バランスの実現に向け
た取組を積極的に推進している市内
事業所を表彰するとともに、その取組
内容を市ＨＰ等で広く紹介します。

大賞　3社
特別賞　1社
奨励賞　1社

大賞　3社 継続実施 商業労政課
雇用労働政策室
054-354-2430

市ＨＰ（商業労政課）
市広報紙
チラシ 208 208

1,482 1,482

（注１）「平成23年度当初予算額」の「合計」について、欄内にある「No.○○に含む」や「○○○の一部」などの表現をしている予算額は、他事業と切り分けができないことや事業対象者に子ども以外を含んでいる
　　　などの理由により、合計額に含めていません。
（注２）「平成23年度取組内容（見込）」については、平成23年7月頃にあらためて確定値を公表します。
（注３）本一覧表は、平成23年2月25日に取りまとめた状況です。

掲載
No

対　　　象 事　業　名
区
分

担当課・連絡先
事業の詳細

が分かる媒体等
平成23年度

取組内容（計画）

平成23年度
当初予算額事　業　概　要

平成21年度
実　　　　績

全市民
事業所

合　　　　　計

平成22年度
取組内容（見込）

「継」→継続事業、「新」→平成23年度新規事業、「重」→プラン上の重点事業、「マ」→マニュフェスト事業、
「拡」→平成23年度に拡大・拡充する事業 単位：千円
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施策目標２「子育てと仕事の両立を支援する環境づくり」 ※「区分」欄の説明

基本施策３「男性の子育ての推進」

予算額 うち一財

78 拡
0歳～3歳
保護者

子育てパパトーク事業 普段仕事が忙しい等の理由で子ども
と触れ合う機会が尐なかったり、子育
てに携わっていない父親が、子どもと
一緒に参加し、親子で遊びふれあうと
ともに、子育てに関する情報提供や子
育て相談も実施し、母親の子育ての
軽減や父親同士の交流、男性の子育
ての推進を目的に実施します。

未実施 市内5か所で実施 市内17か所で実施 子育て支援課
企画担当
054-221-1169
子育て支援課
運営担当
054-221-1543

市ＨＰ（子育て支援
課）
静岡市子育て応援
総合ＨＰ「ちゃむ」
子育てハンドブック 510 255

79 継
保護者（父
親）

「父親のワーク・ライフ・
バランス」（父親向けハン
ドブック）の配布

仕事と家庭（子育て）の両立には父親
の協力が必要であるため、父親の子
育てへの関わり方・役割などを掲載し
た啓発冊子「父親のワーク・ライフ・バ
ランス」を各種イベントの際に配布しま
す。

3,500部（平成20年度
版）作成し、関係機
関や各種イベント時
に配布

平成21年度版（厚生
労働省）を作成し、関
係機関や各種イベン
ト時に配布
3,500冊作成

平成21年度版（厚生
労働省）を関係機関
や各種イベント時に
配布

子育て支援課
企画担当
054-221-1169

啓発冊子「父親の
ワーク・ライフ・バラ
ンス」

0 0

80 継 全市民

情報誌「パザパ」の発行 地域社会や事業所、学校における男
女共同参画の推進に関する情報を取
り上げ、市民生活における男女共同
参画について啓発を進めるため、情
報誌「パザパ」を年２回発行します。

年2回発行 年2回発行 年2回発行 男女共同参画
課
男女共同参画
担当
054-221-1349

市ＨＰ（男女共同参
画課）
市内公共施設へ情
報誌配付 798 798

1,308 1,053

（注１）「平成23年度当初予算額」の「合計」について、欄内にある「No.○○に含む」や「○○○の一部」などの表現をしている予算額は、他事業と切り分けができないことや事業対象者に子ども以外を含んでいる
　　　などの理由により、合計額に含めていません。
（注２）「平成23年度取組内容（見込）」については、平成23年7月頃にあらためて確定値を公表します。
（注３）本一覧表は、平成23年2月25日に取りまとめた状況です。

対　　　象 事　業　名 事　業　概　要

「継」→継続事業、「新」→平成23年度新規事業、「重」→プラン上の重点事業、「マ」→マニュフェスト事
業、「拡」→平成23年度に拡大・拡充する事業

合　　　　　計

担当課・連絡先
事業の詳細

が分かる媒体等

平成23年度
当初予算額

区
分

掲載
No

平成22年度
取組内容（見込）

平成21年度
実　　　　績

単位：千円

平成23年度
取組内容（計画）
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施策目標３「子どもの心身の健やかな育ちを支える環境づくり」 ※「区分」欄の説明

基本施策１「子どもの健やかな心身をはぐくむための支援」

予算額 うち一財

81 継

栄養相談 妊娠期の食事や離乳食・幼児食にお
ける不安や悩みについて、各保健福
祉センターで面談や電話により、個別
に相談を受けます。

葵区及び駿河区は
随時相談対応
清水区は定期的に
相談日を設定して実
施
相談回数　460回
相談人数　690人

葵区及び駿河区は
随時相談対応
清水区は定期的に
相談日を設定して実
施

継続実施 葵健康支援課
054-249-3196
駿河健康支援
課
054-285-8377
清水健康支援
課
054-348-7981

市ＨＰ（健康づくり推
進課）

No.24
に含む

No.24
に含む

82 継

訪問栄養指導 各種健診や保健師訪問により、妊娠
期の食事や離乳食・幼児食等につい
て不安がある、若しくはフォローが必
要と判断され来所での面談が困難な
場合、訪問による個別指導を行いま
す。

訪問件数　12件 継続実施 継続実施 葵健康支援課
054-249-3196
駿河健康支援
課
054-285-8377
清水健康支援
課
054-348-7981

－
No.24

に含む
No.24

に含む

83 継

乳児健康診査の実施 生後4か月児や10か月児に対し、乳児
の疾病の早期発見と適切な保健指導
を図るため、公費負担の受診票を交
付し、医療機関への受診を勧奨しま
す。

4か月児受診者数
5,863人（97.0％）
10か月児受診者数
5,863人（91.0％）

継続実施 継続実施 健康づくり推進
課
母子保健担当
054-221-1574

市ＨＰ（健康づくり推
進課）
市広報紙
子育てハンドブック

60,282 60,282

84 継

9か月児歯の教室の開催 9か月前後の乳児を対象に、むし歯予
防やお口の発達に関する教室や相談
を開催します。

開催回数　103回
参加者数　2,392人

開催回数　102回
参加見込み数
2,400人

開催回数　102回
参加目標数
2,400人

健康づくり推進
課
健康政策担当
054-221-1571

市ＨＰ（健康づくり推
進課）
子育てハンドブック

No.7
に含む

No.7
に含む

85 継

先天性代謝異常等の検
査の実施

市内医療機関等で出生する新生児に
対し、フェ二ールケトン尿症等の先天
性代謝異常による障害の発生予防や
異常の早期発見のため、その検査を
保護者が希望した場合、市は検査費
用を負担します。

先天性代謝異常検
査受診者
6,501人
先天性甲状腺機能
低下症検査受診者
6,412人

継続実施 継続実施 健康づくり推進
課
母子保健担当
054-221-1574

市ＨＰ（健康づくり推
進課）
チラシ

14,577 14,577

86 継
0～3歳
保護者

新生児・乳幼児訪問事業 新生児・乳幼児の健康を守るため、保
健師・助産師が家庭を訪問し、発育、
栄養、生活環境又は疾病予防等に関
し必要な保健指導を行います。

新生児・乳幼児
9,355人
産婦
5,254人

継続実施 継続実施 健康づくり推進
課
母子保健担当
054-221-1574

市ＨＰ（健康づくり推
進課）
市広報紙
チラシ

No.8
に含む

No.8
に含む

担当課・連絡先

「継」→継続事業、「新」→平成23年度新規事業、「重」→プラン上の重点事業、「マ」→マニュフェスト事
業、「拡」→平成23年度に拡大・拡充する事業

妊婦
保護者

掲載
No

対　　　象 事　業　名 事　業　概　要
平成21年度
実　　　　績

単位：千円

事業の詳細
が分かる媒体等

平成23年度
当初予算額

0歳

区
分

平成22年度
取組内容（見込）

平成23年度
取組内容（計画）
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予算額 うち一財

担当課・連絡先
掲載
No

対　　　象 事　業　名 事　業　概　要
平成21年度
実　　　　績

事業の詳細
が分かる媒体等

平成23年度
当初予算額

区
分

平成22年度
取組内容（見込）

平成23年度
取組内容（計画）

87 継

乳幼児むし歯予防事業 市と歯科医師会との協働により、幼稚
園及び保育園へ出向いて歯みがき指
導を行うとともに、歯科医師会主催で
フッ素塗布やむし歯予防事業を実施し
ます。

母親教室
1,124組
マタニティ教室
27回（389人）
フッ素塗布
730人
むし歯予防教室
22回（418人）
歯みがき巡回指導
115園（10,562人）

母親教室参加見込
み数
1,130組
マタニティ教室
27回（400人見込み）
フッ素塗布
730人見込み
むし歯予防教室
22回（420人見込み）
歯みがき巡回指導
115園（10,570人見込
み）

母親教室参加目標
数
1,130組
マタニティ教室　27回
参加目標数　400人
フッ素塗布
目標数　730人
むし歯予防教室
22回参加目標数420
人
歯みがき巡回指導
目標数150園13,755
人

健康づくり推進
課
健康政策担当
054-221-1571

チラシ
「はじめてママのひ
と口ノート」（歯科医
師会作成）
「こんなことをしてい
ます」（歯科医師会
作成） No.7

に含む
No.7

に含む

88 継

親子食育教室の開催 規則正しい食習慣のすすめ、おやつ
の内容と適量、食事における悩み又
は歯みがき等のテーマに基づき、紙
芝居やエプロンシアターを取り入れた
講話と調理体験、試食を行います。

市内全保健福祉セン
ターで実施
開催回数　26回
参加者数　460人

市内全保健福祉セン
ターで実施

継続実施 葵健康支援課
054-249-3196
駿河健康支援
課
054-285-8377
清水健康支援
課
054-348-7981

市ＨＰ（健康づくり推
進課）
市広報紙
チラシ
子育てハンドブック

No.24
に含む

No.24
に含む

89 継
0歳～小
学生
保護者

親子参加型教室等の開
催

気楽に親子でスポーツをする機会を
つくり、子どもの健全な心身の育成と
向上心を高め、同世代の親の交流を
図ることを目的とし、各体育館、運動
場又はプール等を利用し、指定管理
者主催によるスポーツ教室を開催しま
す。

各体育館・運動場等
で実施
体育館　69回
運動場・プール　28
回

各体育館・運動場等
で実施

各体育館・運動場等
で17教室実施
年間３～４期に分け
て行う

スポーツ振興
課
管理担当
054-221-1071

市ＨＰ（スポーツ振
興課）
指定管理者ＨＰ
市広報紙
チラシ

6,824 6,824

90
拡 0歳～概

ね18歳

予防接種の実施 感染症の発生やまん延を防ぐため、
児童等に対して予防接種を実施しま
す。

実施件数　70,800件 実施件数見込
94,520件
ただし、平成23年２
月から平成24年３月
まで、希望者に対し、
①子宮頸がん予防、
②ヒブ、③小児用肺
炎球菌の３種類のワ
クチン接種への公費
負担（任意接種への
助成）を実施
平成22年度実施件
数見込　19,351件

継続実施
ただし、平成24年３
月まで、希望者に対
し、①子宮頸がん予
防、②ヒブ、③小児
用肺炎球菌の３種類
のワクチン接種への
公費負担（任意接種
への助成）を実施

保健予防課
予防担当
054-249-3173

市ＨＰ（保健予防
課）
市広報紙
予防接種のしおり
母子健康手帳
個別通知（出生時
ほか）

1,775,185 1,343,461

0歳～就
学前
保護者

18



予算額 うち一財

担当課・連絡先
掲載
No

対　　　象 事　業　名 事　業　概　要
平成21年度
実　　　　績

事業の詳細
が分かる媒体等

平成23年度
当初予算額

区
分

平成22年度
取組内容（見込）

平成23年度
取組内容（計画）

91 継

児童館の運営 各種教室や読み聞かせ、クラブ活動
など、児童に健全な遊びを提供するこ
とにより、児童の健康を増進して情操
を豊かにするとともに、地域における
児童健全育成の拠点として運営しま
す。

市内10館
市内全児童館におい
て、合計442事業を
実施

市内10館 継続実施 子育て支援課
運営担当
054-221-1543

市ＨＰ（子育て支援
課）
子育て応援総合Ｈ
Ｐ「ちゃむ」
各児童館ＨＰ
子育てハンドブック
チラシ

198,694 190,361

92
継
重

児童館の整備 市域全体の均衡や地域性、地域の児
童数などを勘案し、現在児童館が配
置されていない旧清水市域に整備し
ます。

なし （仮称）清水区西部
地域児童館整備の
ための実施設計

（仮称）清水区西部
地域児童館建設

子育て支援課
運営担当
054-221-1543 － 128,772 13,812

93 継

児童遊び場整備への補
助

自治会や町内会が管理運営している
児童遊び場の整備や遊具等の新設・
修繕などへの補助を行います。

児童遊び場　90か所
遊具修繕　5件

児童遊び場　89か所
遊具修繕　11件

継続実施 子育て支援課
運営担当
054-221-1543 － 1,300 1,300

94 継
0歳
保護者

産後ケア事業 出産後の母体保護を目的とし、日常
生活における保健指導が必要な母子
に対し、助産所において産婦の母体
管理、生活指導及び沐浴その他の育
児指導を行います。

利用者数
延べ　8組
利用日数
延べ　35日

継続実施 継続実施 健康づくり推進
課母子保健担
当
054-221-1574

市ＨＰ（健康づくり推
進課）
市広報紙
チラシ
子育てハンドブック

400 400

95 継

幼児（1歳6か月児、3歳
児）健康診査の実施

幼児（1歳6か月児、3歳児）の健康維
持・増進を図るため、各保健福祉セン
ターにおいて身体的発育、精神発達
等についての健康診査を実施します。

１歳６か月児受診者
5,545人（94.4%）
３歳児受診者
5,602人（93.0%）

継続実施 継続実施 健康づくり推進
課
母子保健担当
054-221-1574

市ＨＰ（健康づくり推
進課）
市広報紙
チラシ
子育てハンドブック

45,986 45,986

96 継

2次健診・精密健診の実
施

幼児（1歳6か月児、3歳児）の健康診
査の結果、身体的・精神的疾病又は
異常の疑いがある幼児に対し、医療
機関への受診の勧奨や保健福祉セン
ターでの２次健診を実施します。

心理相談、聴力2次
健診、乳幼児発達健
診、総合発達相談
実施回数
延べ　319回
利用者数
延べ　696人

継続実施 継続実施 健康づくり推進
課
母子保健担当
054-221-1574

案内チラシ（対象
者）

No.95
に含む

No.95
に含む

0歳～概
ね18歳
保護者

1歳
3歳
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予算額 うち一財

担当課・連絡先
掲載
No

対　　　象 事　業　名 事　業　概　要
平成21年度
実　　　　績

事業の詳細
が分かる媒体等

平成23年度
当初予算額

区
分

平成22年度
取組内容（見込）

平成23年度
取組内容（計画）

97 継

歯科保健指導 山間地にある保育園や幼稚園に出向
き、歯みがき教室を実施したり、各保
健福祉センターや児童館等にて歯科
保健指導を実施します。

山間地歯みがき教室
3回　25人
歯科相談
187回　1,656人

山間地歯みがき教室
２回　15人見込み
歯科相談
187回　1,660人見込
み

山間地歯みがき教室
2回　目標数15人
歯科相談
187回　目標数1,660
人

葵健康支援課
054-249-3196
駿河健康支援
課
054-285-8377
清水健康支援
課
054-348-7981

市ＨＰ（健康づくり推
進課）

No.7
に含む

No.7
に含む

98 継

Ｊリーグアカデミーエスパ
ルス巡回スポーツ教室
の開催

子どもを地域ぐるみで育て、健全な心
身の発育を促すため、清水エスパル
スと協働し、市内保育園や幼稚園に
サッカーコーチが訪問し、サッカーや
ボール遊びによる運動教室を実施し
ます。

実施か所　111園 継続実施 継続実施 スポーツ振興
課
ホームタウン
推進室
054-221-1072

清水エスパルスＨＰ

0 0

99 継
就学前
小学生

フッ素洗口によるむし歯
予防事業

永久歯の萌出時期である4～5歳児を
対象に、フッ化物洗口による歯質強化
を行います。

公立保育園
51園中50園実施
私立保育園
54園中46園実施
国公立幼稚園
15園中1園実施
私立幼稚園
54園中14園実施
公立小学校
87校中4校実施

公立保育園
48園中47園実施
私立保育園
55園中49園実施
国公立幼稚園
15園中1園実施
私立幼稚園
54園中16園実施
公立小学校
87校中4校実施
（見込み）

公立保育園
48園中47園実施
私立保育園
55園中49園実施
国公立幼稚園
15園中1園実施
私立幼稚園
54園中18園実施
公立小学校
87校中4校実施

健康づくり推進
課
母子保健担当
054-221-1574

チラシ「フッ素deぶく
ぶくむし歯予防」

6,154 6,154

100 継
年長児～
小学生

（仮称）こどもクリエイティ
ブタウン整備事業

創造力のある子どもの育成を目的とし
た仕事体験・ものづくり体験施設を、
清水駅西第一地区市街地再開発ビル
3・4階に整備します。

基本構想策定 整備・運営計画の検
討及び策定
実施設計

建築工事
指定管理者の選定
プレオープン事業
キャラクター募集選
定

産業政策課
企画担当
054-354-2185

市ＨＰ（産業政策
課）
市広報紙

321,948 48,348

101 継 小学生

校庭開放事業運営費の
助成

小学校の授業終了後から下校時刻ま
での間、校長の承認のもとにＰＴＡによ
り設置された運営委員会が校庭等を
利用して、安全な遊び場を提供するた
めの事業や運営費に対して補助金を
交付します。

15校
実施日数
延べ1,440日（年間
100日実施：12校、年
間80日実施：3校）
参加者数
延べ120,000人

15校 15校 青尐年育成課
育成担当
054-221-1698

－ 7,200 7,200

就学前

20



予算額 うち一財

担当課・連絡先
掲載
No

対　　　象 事　業　名 事　業　概　要
平成21年度
実　　　　績

事業の詳細
が分かる媒体等

平成23年度
当初予算額

区
分

平成22年度
取組内容（見込）

平成23年度
取組内容（計画）

102 継 保護者

離乳食の作り方教室の
開催

保護者に対して、離乳に対する正しい
知識と基礎的な実践力を身につける
ため、実際にその時期にあった離乳
食の作り方のデモンストレーションや
調理実習、試食を行います。

市内全保健福祉セン
ターで実施
開催回数　112回
参加者数　1,770人

市内全保健福祉セン
ターで実施

継続実施 葵健康支援課
054-249-3196
駿河健康支援
課
054-285-8377
清水健康支援
課
054-348-7981

市ＨＰ（健康づくり推
進課）
市広報紙
チラシ
子育てハンドブック

No.24
に含む

No.24
に含む

103 継

食育推進事業 市民にわかりやすく、広がりのある活
動にしていく為、共通したテーマで取
組み、より積極的に関係機関・団体と
連携協働した取組みを開催します。ま
た、地域や団体の食育活動をサポー
トする食育応援団を活用し、地域に根
ざした食育の推進をします。

食育まつり　1回
山間地交流　3回
商店街活性化　１回
講習会　2回

継続実施 食育講演会　1回
食育応援団登録及
び活用
市民アンケート実施

健康づくり推進
課
健康政策担当
054-221-1571

市ＨＰ（たべしずネッ
ト）
市広報紙
チラシ

1,692 1,692

104
拡
重

街区公園等の整備 歩いて行ける身近な場所において、子
どもの遊び場や地域住民の健康運動
の場となる公園等を計画的に整備し
ます。

4公園整備 駒形第2公園外３公
園整備

田町公園整備１公園予
定
（仮称）羽高公園（用地
取得） 　　　　　    雤水
貯留整備（１公園予定）

公園整備課
公園建設担当
054-221-1420 － 484,200 207,500

105 拡

都市公園バリアフリー化
事業

誰もが快適に利用できる公園の形成
を図るため、ベビーシート等を設けた
車いす対応トイレを設置するとともに、
園路等の段差解消を図ります。

4公園整備 北大門公園外5公園
整備

みずほなかよし公園
外６公園整備予定

公園整備課
公園建設担当
054-221-1420 － 40,000 20,000

3,093,214 1,967,897

（注１）「平成23年度当初予算額」の「合計」について、欄内にある「No.○○に含む」や「○○○の一部」などの表現をしている予算額は、他事業と切り分けができないことや事業対象者に子ども以外を含んでいる
　　　などの理由により、合計額に含めていません。
（注２）「平成23年度取組内容（見込）」については、平成23年7月頃にあらためて確定値を公表します。
（注３）本一覧表は、平成23年2月25日に取りまとめた状況です。

合　　　　　計

全市民
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施策目標３「子どもの心身の健やかな育ちを支える環境づくり」 ※「区分」欄の説明

基本施策２「子どもの健全育成促進と自立への支援」

予算額 うち一財

106 継

交通安全リーダーワッペ
ン・手帳の配布

小学6年生への進級時、交通安全リー
ダーとしての意識啓発を図るため、交
通安全リーダーワッペンと手帳を配布
し、各学校の交通安全向上や小学6年
生一人ひとりの自立を促します。

市立小学校6年生全
員に配付
（87校、6,949枚）

市立小学校6年生全
員に配付

市立小学校6年生全
員に配付

市民生活課
防犯・交通安
全担当
054-221-1058

リーダーワッペン、
手帳

929
の一部

929
の一部

107 継

ホームタウン次世代育成
プロジェクト事業

子どもの夢教育や心身の育成強化に
重点を置き、ホームタウンを支える青
尐年の健全育成を図るため、様々な
スポーツを通して地域や各種団体が
協働し、本市の特性を活かした子ども
サポート事業を実施します。

未実施 ドリームステップアッ
プ教室（仮称）の実施

※実施内容調整中、
年度内において試験
的に実施予定(２校
程度)

エスパルス教育サ
ポート事業（仮称）の
実施

スポーツ振興
課
ホームタウン
推進室
054-221-1072

市ＨＰ（スポーツ振
興課）
清水エスパルスＨＰ
市広報紙

346 346

108 継

全国尐年尐女草サッカー
大会の開催

サッカーを通して友情の輪を広げ、技
術、体力、精神面での成長の場となる
よう、小学生を対象としたサッカー大
会を開催します。

開催日
Ｈ21.8.14～18
参加チーム
男子254チーム、女
子36チーム

開催日
H22.8.12～8.16
参加チーム
男子254チーム、女
子32チーム

継続実施 スポーツ振興
課
ホームタウン
推進室
054-221-1072

全国尐年尐女草
サッカー大会ＨＰ

10,522 10,522

109 継

尐年教室の開催への助
成、運営支援

自然体験活動、地域体験活動を通し
て健全な青尐年を育成し、また地域の
リーダーを養成することを目的とした
尐年教室や尐年いかだまつり事業へ
の支援を行います。

尐年教室（15教室）を
実施する運営委員会
への助成
いかだまつり実行委
員会への助成

尐年教室（15教室）を
実施する運営委員会
への助成
いかだまつり実行委
員会への助成

継続実施 青尐年育成課
育成担当
054-221-1698

－ 2,437 2,437

110 継
小学生
中学生

清水エスパルスホーム
ゲーム小中学生招待事
業

子どもがプロスポーツを身近に体感で
きる機会を創出し、将来の夢や希望を
抱くきっかけとなるよう青尐年の健全
育成を図るため、市内全小中学生を
対象に招待チケットを配布します。

小学校93校、中学校
47校全校生徒へ招
待チケットを配布

小学校91校、中学校
55校全校生徒へ招
待チケット引換券を
配布

継続実施 スポーツ振興
課
ホームタウン
推進室
054-221-1072

清水エスパルスＨＰ

0 0

掲載
No

対　　　象 事　業　名 事　業　概　要
平成21年度
実　　　　績

単位：千円

平成23年度
当初予算額担当課・連絡先

事業の詳細
が分かる媒体等

「継」→継続事業、「新」→平成23年度新規事業、「重」→プラン上の重点事業、「マ」→マニュフェスト事
業、「拡」→平成23年度に拡大・拡充する事業

区
分

平成22年度
取組内容（見込）

小学生

平成23年度
取組内容（計画）
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予算額 うち一財

掲載
No

対　　　象 事　業　名 事　業　概　要
平成21年度
実　　　　績

平成23年度
当初予算額担当課・連絡先

事業の詳細
が分かる媒体等

区
分

平成22年度
取組内容（見込）

平成23年度
取組内容（計画）

111 継

小学生
中学生
高校生
大学生

高等学校等起業家育成
事業

・市内の小中学校が職業観、勤労観
を育むために行う「キャリア教育」に対
して、起業の先輩である個人事業者
や中小企業の経営者などを派遣しま
す。
・22年度より、上記事業に加え、市内
の高校・大学を対象に、中小企業診断
士等の専門家による「起業・創業の仕
方（ビジネスプランの作成方法等）」な
ど、より実践的な支援を実施します。

実施校　9校
参加者数　1,335人

実施校　6校（見込） 実施校　6校（予定） 産業政策課
新産業担当
054-354-2311

市産学交流セン
ターＨＰ

115,644
の一部

115,644
の一部

112 継

小学生
中学生
高校生～
概ね18歳

青尐年国際親善交流事
業

国際社会に通用する青尐年を育成す
るため、歴史や文化等に関する知識
を深めるとともに、コミュニケーション
能力を高める体験・学習の機会を提
供します。

【海外派遣】
隔年実施のため実績
なし
【プラットフォーム事
業】
農業体験（田んぼど
ろんこまつり、かかし
作り、餅つき）
歴史めぐり（臨済寺
座禅体験）
ぶらりウォーキング
（清水港マグロまつ
り、闘茶体験）
中学生アメリカ・オマ
ハ派遣研修報告パ
ネル展

【海外派遣】
H22.8.15～8.24
青尐年15名
米国オマハ市へ派遣
日本文化発表、青尐
年交流、学校体験入
学等
【プラットホーム事
業】
駿府歴史めぐり（座
禅体験）
ぶらりウォーキング
（闘茶体験、昔の遊
び）
農業体験（餅つき）

【海外派遣】
隔年実施のため実施
せず
【プラットホーム事
業】
田植え、
かかし作り、
稲刈り、
餅つき、
地引網体験、
座禅体験、
闘茶体験、
アメリカ・オマハ派遣
研修報告パネル展

青尐年育成課
育成担当
054-221-1698

市ＨＰ（青尐年育成
課）
周知用チラシ（小・
中・高・大学へ配
布）

1,000 800

113 継

学校出前講座「豊かなセ
クシュアリティ」（中学生
対象）

中学生を対象に、男女がお互いの「性
と生」を尊重し合い、豊かな人間関係
を築くことを目的とした学校出前講座
を実施します。

７校で実施 10校で実施 ７校で実施 男女共同参画
課
男女共同参画
担当
054-221-1349

市ＨＰ（男女共同参
画課）
中学校へ配付して
いる企画書、申込
書

370 370

114 継

職場（消防署）体験学習
の実施

消防業務の役割や使命等について理
解を深め、思春期を迎えた中学生に
対し働くことの大切さや将来の自分を
考えるため、中学生を対象とした職場
（消防署）体験学習を実施します。

開催日数　41日
参加者　144人

開催日数　　　６７日
参加者　　　２１４人

継続実施 各消防署

－ 0 0

中学生
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予算額 うち一財

掲載
No

対　　　象 事　業　名 事　業　概　要
平成21年度
実　　　　績

平成23年度
当初予算額担当課・連絡先

事業の詳細
が分かる媒体等

区
分

平成22年度
取組内容（見込）

平成23年度
取組内容（計画）

115 継

ジュニアインターンシップ
推進事業

高校生が希望する職業（職種）に関連
した事業所等で就業体験を行い、働く
ことの意味や実態を把握することで、
より高い職業意識や職業観を身につ
けるインターンシップ事業を推進し、進
路選択や就職活動等の円滑化を図り
ます。

実施希望があった2
校

継続実施 継続実施 商業労政課
雇用労働政策
室
054-354-2430

市ＨＰ（商業労政
課）

1,415 1,415

116 継

高校生事業所見学会の
開催

就職を希望する生徒を対象に、市内
主要企業、地場産業又は工業団地等
の事業所見学会を開催し、職場の実
情、職業の内容、職業生活に対する
心構え等を学びます。

高校生参加者数
189人
担当教諭参加者数
18人

継続実施 継続実施 商業労政課
雇用労働政策
室
054-354-2430

チラシ（高校配布）

360 360

117 継
高校生
大学生

若者を対象としたＤＶ防
止対策の実施

市女性会館等において、女性に対す
る暴力防止に関する講座を開催し、10
代の若者を対象としたＤＶ防止の啓発
を進めます。

市内大学1校で実施 市内大学2校で実施 市内大学2校で実施 男女共同参画
課
男女共同参画
担当
054-221-1349

市ＨＰ（男女共同参
画課、女性会館）
チラシ
市広報紙

84,399
の一部

84,399
の一部

118 継
保護者（母
親）

母親クラブの育成 児童の健全育成を図る母親など地域
住民の積極的参加による地域組織活
動の促進を図るため、各母親クラブに
対して運営費の一部を助成します。

11クラブ 11クラブ 継続実施 子育て支援課
運営担当
054-221-1543 － 1,872 1,249

119 継

学校出前講座「思春期に
おける心と体の発達」（保
護者対象）

思春期特有の心と体の発達について
学び、お互いを思いやる気持ち、よい
人間関係を築くきっかけづくりを目的と
し、小中学生の保護者を対象に出前
講座を実施します。

3校で実施 実施なし（申込みがな
かったため、No.111事業に振
替）

3校で実施 男女共同参画
課
男女共同参画
担当
054-221-1349

市ＨＰ（男女共同参
画課）
小中学校へ配付し
ている企画書、申
込書

30 30

120 継

女性会館事業「子育て関
連講座」の実施

市女性会館において、子育て支援に
関する様々な講座を実施します。

4講座 5講座 3講座 男女共同参画
課
男女共同参画
担当
054-221-1349

市ＨＰ（女性会館）
市広報紙
チラシ 84,399

の一部
84,399
の一部

高校生

保護者
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予算額 うち一財

掲載
No

対　　　象 事　業　名 事　業　概　要
平成21年度
実　　　　績

平成23年度
当初予算額担当課・連絡先

事業の詳細
が分かる媒体等

区
分

平成22年度
取組内容（見込）

平成23年度
取組内容（計画）

121 継

家庭教育学級の実施 人間性豊かな子どもをはぐくむため、
親自身が自ら学び、よりよい家庭づく
り・地域づくりに役立てるよう、児童生
徒の保護者を対象にした家庭教育学
級を実施します。

小中学生の保護者を
対象とした「人づくり
まちづくり家庭教育
学級」を7学級実施
就学前児童の保護
者を対象とした家庭
教育学級を14学級実
施

継続実施 継続実施 生涯学習推進
課
事業担当
054-221-1207

小中学校長及びＰＴ
Ａ会長あてに説明
会案内送付
生涯学習交流館報
に事業内容及び募
集記事掲載 4,058 4,058

22,410 21,587

（注１）「平成23年度当初予算額」の「合計」について、欄内にある「No.○○に含む」や「○○○の一部」などの表現をしている予算額は、他事業と切り分けができないことや事業対象者に子ども以外を含んでいる
　　　などの理由により、合計額に含めていません。
（注２）「平成23年度取組内容（見込）」については、平成23年7月頃にあらためて確定値を公表します。
（注３）本一覧表は、平成23年2月25日に取りまとめた状況です。

合　　　　　計

保護者
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施策目標３「子どもの心身の健やかな育ちを支える環境づくり」 ※「区分」欄の説明

基本施策３「子どもの安全・安心を確保する活動の推進」

予算額 うち一財

122 継
0歳～概
ね18歳

通学路の整備又は通学
路安全対策事業

市内通学路において、歩道がないな
ど危険箇所の調査・点検を実施した上
で、歩行空間を確保することにより事
故防止対策に努めます。

3路線で車道路肩部
におけるグリーンベ
ルト舗装を実施

通学路や児童生徒
等の利用が多い車
道路肩部におけるグ
リーンベルト舗装を
実施

通学路や児童生徒
等の利用が多い車
道路肩部におけるグ
リーンベルト舗装を
実施

道路保全課交
通安全施設担
当
054-221-1284

市広報紙

－ －

123 継
就学前
小学生

花火教室の開催 消防隊が市内保育園・幼稚園等を訪
問し、花火の遊び方をはじめとする火
災予防教育を実施します。

参加団体
105団体
参加者数
8,241人

参加団体　９５団体
参加者数　９，００７
人

継続実施 予防課予防担
当
054-255-9701

市ＨＰ（予防課）

0 0

124 継
小学生
中学生
高校生

静岡市交通指導員会
登校時の立哨指導

児童生徒を交通事故から守るため、
交通指導員による声掛け、見守り、触
れ合いを通して、子どもの交通安全を
確保するとともに、健やかな育成を目
的に実施します。

交通指導員150人に
よる登校時の立哨指
導

交通指導員による登
校時の立哨指導

交通指導員による登
校時の立哨指導

市民生活課防
犯・交通安全
担当
054-221-1058

市交通指導員会
会報誌

2,590
の一部

2,590
の一部

125 継

小学生
中学生
高校生～
概ね18
歳

青尐年育成センターの運
営

関係機関・団体から推薦された補導
委員・青尐年補導員による補導活動
や書店・カラオケ店等の実態調査活
動を実施します。

補導活動
1,435回
参加人数
延べ14,060人
社会環境調査
499店舗

補導委員378人、青
尐年補導員589人に
よる補導活動、社会
環境実態調査を実施

継続実施 青尐年育成課
指導担当
054-221-1474

冊子「センター静
岡」を作成し、関係
機関・団体へ配布
市HP（青尐年育成
課） 9,161 9,077

126 継
小学生
中学生
保護者

インターネット等安全・安
心利用研修事業

インターネットや携帯電話の急速な普
及により、青尐年が事件やトラブルに
巻き込まれることを予防するため、青
尐年健全育成会等が実施する安全利
用に関する研修に対する支援（講師
紹介、講師謝金助成）を行います。

市内7団体で実施 市内４団体で実施 継続実施 青尐年育成課
指導担当
054-221-1474

－ 0 0

127 継

自転車マナー向上に向
けての指導・啓発

自転車に関する交通事故を防止する
ため、警察等と連携し、自転車マナー
向上キャンペーンや交通安全指導員
による自転車交通安全教室等を実施
します。

自転車マナー向上
「指導強化の日」に
合わせた街頭指導・
広報活動を各区にお
いて年2回実施

自転車マナー向上
「指導強化の日」に
合わせた街頭指導・
広報活動を各区にお
いて年2回実施

自転車マナー向上
「指導強化の日」に
合わせた街頭指導・
広報活動を各区にお
いて年2回実施

市民生活課
防犯・交通安
全担当
054-221-1058 －

3,600
の一部

3,600
の一部

掲載
No

対　　　象 事　業　名 事　業　概　要
平成21年度
実　　　　績

担当課・連絡先
事業の詳細

が分かる媒体等

「継」→継続事業、「新」→平成23年度新規事業、「重」→プラン上の重点事業、「マ」→マニュフェスト事
業、「拡」→平成23年度に拡大・拡充する事業

平成23年度
取組内容（計画）

区
分

平成22年度
取組内容（見込）

単位：千円

平成23年度
当初予算額
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予算額 うち一財

掲載
No

対　　　象 事　業　名 事　業　概　要
平成21年度
実　　　　績

担当課・連絡先
事業の詳細

が分かる媒体等
平成23年度

取組内容（計画）
区
分

平成22年度
取組内容（見込）

平成23年度
当初予算額

128 拡

ＰＴＡ及び自治会・町内会
において防犯パトロール
を実施するための地区
安全会議の立ち上げ支
援

地域ぐるみの自主的防犯活動を促進
するため、地域の複数の自治会・町内
会組織を中心に結成された地区安全
会議が、防犯パトロール、防犯教室、
講演会等の地域防犯活動を実施する
ための立ち上げ費用の一部を助成し
ます。

補助団体数24団体
※平成21年度
4団体立ち上げ

補助団体数28団体
4団体新規で立ち上
げ実施

4団体新規で立ち上
げ実施

市民生活課
防犯・交通安
全担当
054-221-1058

静岡市地域防犯活
動事業費補助金交
付要綱

1,000 1,000

129 継

非行防止等啓発事業 青尐年の非行防止、健全育成に関す
る市民意識の高揚を図るため、街頭
キャンペーン、啓発用チラシの作成な
どを実施します。

街頭キャンペーン（年
2回）
啓発用チラシ作成・
配布（年２回）
中学校新入生保護
者説明会での広報
（年1回）

街頭キャンペーン（年
2回）
啓発用チラシ作成・
配布（年２回）
中学校新入生保護
者説明会での広報
（年1回）

継続実施 青尐年育成課
指導担当
054-221-1474

周知用チラシ（ＪＲ
静岡駅・清水駅、
小・中学校へ配布）

1,053 1,053

11,214 11,130

（注１）「平成23年度当初予算額」の「合計」について、欄内にある「No.○○に含む」や「○○○の一部」などの表現をしている予算額は、他事業と切り分けができないことや事業対象者に子ども以外を含んでいる
　　　などの理由により、合計額に含めていません。
（注２）「平成23年度取組内容（見込）」については、平成23年7月頃にあらためて確定値を公表します。
（注３）本一覧表は、平成23年2月25日に取りまとめた状況です。

合　　　　　計
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※「区分」欄の説明

予算額 うち一財

130 拡
0歳～18
歳未満
保護者

要保護児童・家庭への支
援

虐待等を理由に子どもを家庭から離し
て一時保護し、緊急保護や行動観
察、短期入所指導を実施します。ま
た、子ども又はその保護者を児童福
祉司等に指導させ、又は子どもを児童
福祉施設等に入所させたり、里親に
委託します。

○施設入所等の児
童数
182人
○里親委託率
22％
○里親登録者
69世帯

○施設入所等の児
童数
184人
○里親委託率
23％
○里親登録者
68世帯

里親支援機関事業
の実施及び一部委
託の実施

児童相談所
家庭支援担当
054-275-2873

年度版「事業のあ
ゆみ」

1,347,178 691,087

131 継
0歳～概
ね18歳

要保護児童対策地域協
議会の運営

要保護児童の早期発見や適切な保護
を図るため、関係機関が児童やその
保護者に関する情報交換や考え方を
共有するとともに、関係機関の支援内
容や役割分担などの協議を行いま
す。

代表者会議　1回
実務者会議　46回
個別ケース検討会議
28回

代表者会議　1回
実務者会議　30回
個別ケース検討会議
39回

代表者会議　2回
実務者会議　34回
個別ケース検討会議
12回

子ども青尐年
相談センター
相談担当
054-221-1314

市ＨＰ（子ども青尐
年相談センター）

485 400

132 継
就学前～
高校生

中山間地域里親拡充事
業

社会的養護を必要とする児童の中で
も、特に家庭での親密な援助を必要と
する子どもに対し、家庭的養護を提供
する里親制度を広く普及させるため啓
発活動を実施します。

清水区宍原の地域
住民に対して啓発活
動を実施

市内各地において引
き続き啓発活動を実
施

継続実施 児童相談所
家庭支援担当
054-275-2873

年度版「事業のあ
ゆみ」

No.130
に含む

No.130
に含む

133 継
15歳～
概ね35
歳未満

ニート対策事業 就労に悩みを持つ本人（ニート）、保護
者等を対象にセミナーを開催し、相談
コーナーも設置し、ニート状態の脱出
に向けた支援を行います。

セミナー　2回開催
参加者のべ50人

継続実施 継続実施 商業労政課
雇用労働政策
室
054-354-2430

市ＨＰ（商業労政
課）
市広報紙
チラシ

679 679

134 継 母子家庭

母子生活支援施設措置
事業

保護を必要とする配偶者のない女子
等やその児童を母子生活支援施設に
入所させ、自立の促進のためにその
生活を支援します。

利用施設数　７施設
利用世帯数
延べ204世帯／年間

利用施設数　３施設
見込み利用世帯数
延べ138世帯／年間

継続実施 子ども青尐年
相談センター
相談担当
054-221-1314

－ 41,563 20,762

135 継

婦人相談員の配置 ＤＶに関する相談・指導を実施し、ＤＶ
被害者の支援を行います。

各福祉事務所に1人
配置
相談受付実績　438
件

各福祉事務所に1人
配置

各福祉事務所に1人
配置

福祉総務課
地域福祉担当
054-221-1370 － 5,825 3,826

基本施策４「虐待を受けている児童など配慮を必要とする子どもとその家庭への支援」 「継」→継続事業、「新」→平成23年度新規事業、「重」→プラン上の重点事業、「マ」→マニュフェスト事
業、「拡」→平成23年度に拡大・拡充する事業

平成22年度
取組内容（見込）

平成23年度
当初予算額

掲載
No

事　業　概　要
事業の詳細

が分かる媒体等

単位：千円

事　業　名

全市民

施策目標３「子どもの心身の健やかな育ちを支える環境づくり」

区
分

平成21年度
実　　　　績

担当課・連絡先対　　　象
平成23年度

取組内容（計画）
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予算額 うち一財

平成22年度
取組内容（見込）

平成23年度
当初予算額

掲載
No

事　業　概　要
事業の詳細

が分かる媒体等
事　業　名

区
分

平成21年度
実　　　　績

担当課・連絡先対　　　象
平成23年度

取組内容（計画）

136 継

児童虐待防止「オレンジ
リボンキャンペーン」の実
施

Ｊリーグ清水エスパルスとの連携によ
り、啓発品の配布、選手のオレンジリ
ボン装着など児童虐待防止啓発活動
を実施し、児童虐待防止・早期発見へ
の機運を高めます。

○子ども虐待防止
キャプテンによる啓
発
○球団マスコットによ
る啓発
○啓発品の配布
（15,000人）
○ハンドブック配布
100,000部（子育て世
帯等）
○特設ブースの設置
○清水エスパルス選
手のオレンジリボン
装着
○講演会の実施
○啓発ビデオ放映

○子ども虐待防止
キャプテンによる啓
発
○球団マスコットによ
る啓発
○啓発品の配布
（ホームゲーム、ホ
ビーフェア会場）約
17,500　　15,000人、
○ハンドブック約
18,000人（市内事業
所、町内会他）
○特設ブースの設置
○清水エスパルス選
手のオレンジリボン
装着
○講演会の実施
○啓発ビデオ放映

継続実施 児童相談所
相談・判定担
当
054-275-2871

年度版「事業のあ
ゆみ」
市広報紙

No.130
に含む

No.130
に含む

1,395,730 716,754

（注１）「平成23年度当初予算額」の「合計」について、欄内にある「No.○○に含む」や「○○○の一部」などの表現をしている予算額は、他事業と切り分けができないことや事業対象者に子ども以外を含んでいる
　　　などの理由により、合計額に含めていません。
（注２）「平成23年度取組内容（見込）」については、平成23年7月頃にあらためて確定値を公表します。
（注３）本一覧表は、平成23年2月25日に取りまとめた状況です。

合　　　　　計

全市民
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施策目標３「子どもの心身の健やかな育ちを支える環境づくり」 ※「区分」欄の説明

基本施策５「障害のある子どもとその家庭への支援」

予算額 うち一財

137 継

0歳～18
歳未満の
障害のあ
る人

療育手帳の判定・交付決
定

知的障害のある人に対して一貫した
指導・援助を行うとともに、各種支援を
受けやすくすることにより、知的障害
のある人の福祉の増進を図ることを目
的として交付します。

新規　149件
再判定　386件
再交付　73件

新規　   190件
再判定　360件
再交付　100件

継続実施 児童相談所
相談・判定担
当
054-275-2872
障害者更生相
談所
更生相談担当
054-275-2875

年度版「事業のあ
ゆみ」

0 0

138 継

0歳～20
歳未満の
障害のあ
る人の保
護者

重度心身障害児扶養手
当及び特別児童扶養手
当の支給

20歳未満の重度の障害のある人の保
護者に対し、子どもが障害を有するこ
とにより発生する経済的負担の軽減
を図るため、手当を支給します。

重度心身障害児扶
養手当
受給者数　754人

重度心身障害児扶
養手当
受給者数　767人

継続実施 障害者福祉課
自立支援担当
054-221-1098

市ＨＰ（障害者福祉
課）
「福祉のしおり」

29,814 29,814

139 継

小学校～
概ね18歳
の障害の
ある人
保護者

障害児放課後対策レス
パイト事業

障害のある人の地域生活を支え、健
全な育成を図ることを目的に、子ども
やその家族の必要に応じて放課後対
策レスパイト事業を実施する団体に対
し、補助金を交付します。

4団体 2団体 2団体 障害者福祉課
地域生活支援
担当
054-221-1198

静岡市障害者福祉
計画

9,254 9,254

140 継

障害児福祉手当の支給 20歳未満の重度の障害のある人に対
し、障害を有することにより発生する
経済的負担の軽減を図るため、支給
します。

受給者数　440人 受給者数　449人 継続実施 障害者福祉課
自立支援担当
054-221-1098

市ＨＰ（障害者福祉
課）
「福祉のしおり」 76,962 19,241

141 継

心身障害者扶養共済制
度事務

障害のある人を扶養している保護者
が、自らの生存中に毎月一定の掛金
を納め、保護者に万一のことがあった
場合、障害のある人に終身一定額の
年金を支給する制度を運営します。

掛金納付者数
88人
年金交付者数
41人

掛金納付者数
86人
年金交付者数
49人

継続実施 障害者福祉課
自立支援担当
054-221-1098

市ＨＰ（障害者福祉
課）
「福祉のしおり」
扶養共済パンフレッ
ト

117,575 11,250

142 継

重症心身障害児（者）通
園事業

在宅の重症心身障害児（者）に、健康
の維持、発達指導、日常生活指導又
は機能訓練を行うとともに、介護者に
必要な助言・指導を行います。

Ａ型通園事業
169人
Ｂ型通園事業
46人

Ａ型通園事業
172人
Ｂ型通園事業
55人

継続実施 障害者福祉課
自立支援担当
054-221-1098

静岡市障害者福祉
計画

54,399
の一部

26,500
の一部

障害のあ
る人

平成22年度
取組内容（見込）

事　業　概　要
掲載
No

対　　　象
事業の詳細

が分かる媒体等

「継」→継続事業、「新」→平成23年度新規事業、「重」→プラン上の重点事業、「マ」→マニュフェスト事
業、「拡」→平成23年度に拡大・拡充する事業

区
分

担当課・連絡先
平成23年度
当初予算額

平成21年度
実　　　　績

事　業　名

単位：千円

平成23年度
取組内容（計画）
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予算額 うち一財

平成22年度
取組内容（見込）

事　業　概　要
掲載
No

対　　　象
事業の詳細

が分かる媒体等
区
分

担当課・連絡先
平成23年度
当初予算額

平成21年度
実　　　　績

事　業　名
平成23年度

取組内容（計画）

143 継

自立支援給付事業 障害者自立支援法に基づき、障害者
がその有する能力や適性に応じ、自
立した日常生活又は社会生活を営む
ことができることを目的に、障害福祉
サービスの利用に係る給付費を支給
します。

居宅介護
（障害）延べ4,041人
（精神）延べ964人
行動援護
（障害）延べ227人
児童デイサービス
（障害）延べ1,214人
短期入所
（障害）延べ1,608人
（精神）延べ11人

居宅介護
（障害）延べ4,163人
（精神）延べ1,419人
行動援護
（障害）延べ236人
児童デイサービス
（障害）延べ1,630人
短期入所
（障害）延べ1,909人
（精神）延べ　  14人

継続実施 障害者福祉課
地域生活支援
担当
054-221-1198
精神保健福祉
課
企画担当
054-249-3179

市ＨＰ（障害者福祉
課）
パンフレット「みんな
の障害福祉サービ
ス」
精神保健福祉のし
おり

5,837,011
の一部

1,468,879
の一部

144 継

重度心身障害者医療費
の助成

重度心身障害者の保険診療に係る自
己負担分を助成します。

受給者数 14,776人 受給者数 15,000人 継続実施 障害者福祉課
地域生活支援
担当
054-221-1198

市ＨＰ（障害者福祉
課）
「福祉のしおり」 1,228,006

の一部
1,041,915

の一部

145 継

補装具支給事業 障害のある人の失われた機能を補
い、日常生活を円滑に過ごすために
適した用具の購入又は修理の費用を
助成します。

助成件数938件 助成件数978件 継続実施 障害者福祉課
地域生活支援
担当
054-221-1198

市ＨＰ（障害者福祉
課）
障害者福祉のしお
り

108,722
の一部

27,181
の一部

146 継

日常生活用具支給事業 重度身体障害者の日常生活の便宜を
図るため、障害の種類と程度に応じて
介護・訓練支援用具、自立生活支援
用具等の費用を助成します。

助成件数　5,156件 助成件数　5,878件 継続実施 障害者福祉課
地域生活支援
担当
054-221-1198

市ＨＰ（障害者福祉
課）
障害者福祉のしお
り

145,613
の一部

36,029
の一部

147 継

重度心身障害者住宅改
造費補助金

障害のある人が住み慣れた住宅で安
心して健康的な生活ができるよう住宅
を改造する場合、補助金を交付しま
す。

4件 3件 継続実施 障害者福祉課
地域生活支援
担当
054-221-1198

市ＨＰ（障害者福祉
課）
障害者福祉のしお
り

3,000
の一部

3,000
の一部

148 継

移動支援事業 屋外での移動が困難な障害のある人
に対し、個々の利用に合った計画のも
と、移動支援事業従事者の資格を持
つガイドヘルパーが外出のための支
援を行い、利用に対する費用の一部
を助成します。

（障害）
事業所数　37か所
利用者数
延べ　6,777人
（精神）
事業所数　7か所
利用者数
延べ　80人

（障害）
事業所数　46か所
利用者数
延べ 6,914人
（精神）
事業所数　9か所
利用者数
延べ　142人

継続実施 障害者福祉課
地域生活支援
担当
054-221-1198
精神保健福祉
課
企画担当
054-249-3179

市ＨＰ（障害者福祉
課）
障害者福祉のしお
り
精神保健福祉のし
おり 175,152

の一部
43,788
の一部

障害のあ
る人
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予算額 うち一財

平成22年度
取組内容（見込）

事　業　概　要
掲載
No

対　　　象
事業の詳細

が分かる媒体等
区
分

担当課・連絡先
平成23年度
当初予算額

平成21年度
実　　　　績

事　業　名
平成23年度

取組内容（計画）

149 継

日中一時支援事業 障害のある人の一時的な見守り・その
他支援のため、日中の施設利用に対
する費用の一部を助成します。

事業所数 14か所
利用者数
延べ　2,450人

事業所数 25か所
(うち放課後支援8か
所）
利用者数
延べ 4,086人
（うち放課後支援
1,466人）

継続実施 障害者福祉課
地域生活支援
担当
054-221-1198

市ＨＰ（障害者福祉
課）
障害者福祉のしお
り 113,998

の一部
28,499
の一部

150 継

障害者タクシー料金助成
事業

重度障害のある人の移動手段を確保
するため、タクシー利用料金又は車い
す用タクシー利用料金の一部を助成
します。

交付者数　3,602人 交付者数　3,700人 継続実施 障害者福祉課
地域生活支援
担当
054-221-1198

市ＨＰ（障害者福祉
課）
「福祉のしおり」

27,882
の一部

27,882
の一部

151 継

相談支援事業 障害のある人等が障害福祉サービス
を利用しつつ、その有する能力や適性
に応じ、自立した日常生活又は社会
生活を営むことができるよう、地域の
障害のある人等の福祉に関する各般
の問題につき、障害のある人等又は
その家族からの相談に応じ、必要な
情報の提供や助言その他必要な支援
を行います。

（障害）
障害者生活支援事
業（身体障害者）
相談件数　3,458件
事業所数　3か所
障害児（者）地域療
育等支援事業（知的
障害）
相談件数　5,257件
事業所数 4か所
（精神）
精神障害者等相談
支援事業（精神障害
者）相談件数
延べ　2,035件
事業所数
3か所

継続実施
（障害）
事業名を「障害者等
相談支援事業（身体
障害）」及び「障害者
等相談支援事業（知
的障害）」に変更
（障害）
障害者生活支援事
業（身体障害者）
事業所数　3か所
障害児（者）地域療
育等支援事業（知的
障害）
事業所数　4か所
（精神）
精神障害者等相談
支援事業（精神障害
者）
事業所数　3か所

継続実施 障害者福祉課
地域生活支援
担当
054-221-1198
精神保健福祉
課
企画担当
054-249-3179

静岡市障害者福祉
計画
精神保健福祉のし
おり

96,004
の一部

91,220
の一部

152 継

発達障害者支援体制整
備事業

発達障害者支援体制の実態を把握し
た上で、今後の発達障害者支援の在
り方を検討すること等により、乳幼児
から成人期までの一貫した支援体制
の整備を図るとともに、発達障害につ
いての理解啓発を図ります。

発達障害者支援体
制整備検討委員会
2回
市民向け講演会
1回
相談支援ファイル作
成
市職員向け専門研
修会への派遣

発達障害者支援体
制整備検討委員会
2回
市民向け講演会
1回
相談支援ファイル作
成
市職員向け専門研
修会への派遣

継続実施 障害者福祉課
地域生活支援
担当
054-221-1198

市ＨＰ（障害者福祉
課）
静岡市発達障害者
支援センターＨＰ

906
の一部

504
の一部

障害のあ
る人
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予算額 うち一財

平成22年度
取組内容（見込）

事　業　概　要
掲載
No

対　　　象
事業の詳細

が分かる媒体等
区
分

担当課・連絡先
平成23年度
当初予算額

平成21年度
実　　　　績

事　業　名
平成23年度

取組内容（計画）

153 継

発達障害者支援センター
運営事業

発達障害のある人への支援を専門に
行う拠点として、発達障害に関する各
般の問題について本人又は家族から
の相談に応じ、適切な指導又は助言
を行うとともに、研修等を通して関係
機関等との連携を図ります。

相談支援　809件
発達支援　970件
就労支援　  21件
関係機関への研修
延べ 3,294人参加

相談支援　800件
発達支援　600件
就労支援　25件
関係機関への研修
延べ 2,500人参加

継続実施 障害者福祉課
地域生活支援
担当
054-221-1198

市ＨＰ（障害者福祉
課）
静岡市発達障害者
支援センターＨＰ 35,400

の一部
17,700
の一部

154 継

身体障害者手帳の交付
決定

障害の程度についての判定や審査を
行い、身体障害者手帳を交付します。
また、施設入所などの更生援護に係
る専門的技術意見を行います。

身体障害者手帳取
扱件数
4,600件
身体障害者手帳に
関する相談
30件

継続実施 継続実施 障害者更生相
談所
更生相談担当
054-275-2875

年度版「事業のあ
ゆみ」

8,690 8,689

155 継

障害者歯科保健センター
運営事業

心身に障害のある人で一般の歯科診
療所では治療が困難な人の歯科診療
や、歯や口、食べることなどの困りごと
相談に応じたり、障害者通所施設での
歯科保健活動や歯科健診を行いま
す。

診療日数　217日
診療者数　2393人
啓発事業
76回954人

啓発事業(見込み数）
職員、保護者対象の
講話10日　100人
保健活動22日　145
人

継続実施 健康づくり推進
課
障害者歯科保
健センター
054-249-3147

市ＨＰ（健康づくり推
進課）
チラシ

18,536 8,511

156 継

自立支援医療（育成医
療）の給付

身体上の障害のある児童（18歳未満）
や現在の病気を放置すると将来障害
を残すと認められる児童で、治療に
よって確実な効果が期待される場合、
その医療費の一部を公費で負担しま
す。

給付件数
931件

給付件数見込
876件

継続実施 保健予防課
医療援護担当
054-249-3170

市ＨＰ（保健予防
課）
チラシ

17,928 8,965

157 継

精神障害者保健福祉手
帳の交付

各種の支援を受けやすくすることによ
り、社会復帰と社会参加の促進、社会
的自立を図るため、一定の精神障害
の状態にあると認定された人に対して
手帳を交付します。

手帳所持者数
2,946人

手帳所持者数
3,149人

継続実施 精神保健福祉
課
企画担当
054-249-3179

市ＨＰ（精神保健福
祉課）
精神保健福祉のし
おり

360
の一部

360
の一部

障害のあ
る人

精神障害
のある人
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予算額 うち一財

平成22年度
取組内容（見込）

事　業　概　要
掲載
No

対　　　象
事業の詳細

が分かる媒体等
区
分

担当課・連絡先
平成23年度
当初予算額

平成21年度
実　　　　績

事　業　名
平成23年度

取組内容（計画）

158 継

自立支援医療（精神通院
医療）の給付

精神障害のある人がその障害の軽減
又は改善を図るための治療を指定医
療機関で行った場合、保険診療に係
る自己負担分の一部を公費で負担し
ます。

受給者証交付件数
6,175件

受給者証交付件数
6,548件

継続実施 精神保健福祉
課
企画担当
054-249-3179

静岡市障害者福祉
計画
市ＨＰ（精神保健福
祉課）
精神保健福祉のし
おり

770,227
の一部

392,242
の一部

159 継

精神障害者入院医療費
の助成

精神障害により入院した人（任意入
院、医療保護入院）の療養を推進し、
精神障害のある人やその保護者等の
入院医療費を軽減するため、自己負
担金の一部を助成します。

助成件数　　4,809件
助成総額
48,024,290円

助成件数　　4,788件
助成総額
47,829,552円

継続実施 精神保健福祉
課
相談支援担当
054-249-3174

静岡市障害者福祉
計画
市ＨＰ（精神保健福
祉課）
精神保健福祉のし
おり

47,160
の一部

47,160
の一部

160 継

精神障害
者保健福
祉手帳を
所持して
いる人

精神障害者交通費助成
事業

精神障害者保健福祉手帳を所持する
人の社会参加を促進するため、電車
やバスの乗車券（トイカ・パサールカー
ド）を交付します。

交付件数
2,332件

交付件数
2,402件

継続実施 精神保健福祉
課
相談支援担当
054-249-3174

静岡市障害者福祉
計画
市ＨＰ（精神保健福
祉課）

17,448
の一部

17,448
の一部

278,759 95,724

（注１）「平成23年度当初予算額」の「合計」について、欄内にある「No.○○に含む」や「○○○の一部」などの表現をしている予算額は、他事業と切り分けができないことや事業対象者に子ども以外を含んでいる
　　　などの理由により、合計額に含めていません。
（注２）「平成23年度取組内容（見込）」については、平成23年7月頃にあらためて確定値を公表します。
（注３）本一覧表は、平成23年2月25日に取りまとめた状況です。

合　　　　　計

精神障害
のある人
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施策目標４「子どもの「生きる力」をはぐくむ教育環境づくり」 ※「区分」欄の説明

基本施策１「学校における教育環境の整備」

予算額 うち一財

161 継

消防署の見学 保育園・幼稚園児と小学生を対象に、
消防署を見学し、119番通報から消防
自動車や救急車の出動のあらましや
消防署の仕事などを見学します。

開催日数　84日
参加者　5,324人

開催日数　　　９４日
参加者　　５，３０３人

継続実施 各消防署

－ 0 0

162 継

夏休み子ども消防教室
の開催

夏休み期間（8月）の消防署見学等を
通して、消防の仕事を学ぶとともに、
火災予防教育を実施します。

開催回数　延べ7回
参加者数　166人
（地震災害により一
部中止）

開催回数　延べ７回
参加者数　　４１７人

継続実施
６消防署１分署にて
各１回実施予定

予防課
予防担当
054-255-9701

市ＨＰ（予防課）
市広報紙

0 0

163 継

国際理解教育の推進 幼稚園、小中学校の行事や学習時間
において講師を派遣し、自国や他地
域・他国の伝統や文化を学ぶなど、国
際理解教育を推進します。

講師派遣回数　5件 講師派遣回数　６件 幼稚園・小中学校の
要請に応じて、講師
等を派遣する。

学校教育課
指導担当
054-354-2519 － 0 0

164
拡
重

特別支援教育推進事業 特別な教育的支援を必要とする幼児
や児童生徒を支援するため、幼稚園
や小中学校に特別支援教育支援員を
配置します。

市内幼稚園に3人、
小中学校に85人

市内幼稚園に4人、
小中学校に100人

市立幼稚園に2人、
小中学校に127人

学校教育課
（特別支援教
育センター）
054-255-3600

市広報紙

112,603 112,603

165 拡 小学生

複式学級への非常勤講
師配置事業

市内の複式学級を有する小学校に非
常勤講師を配置し、基本4教科（国語、
社会、算数、理科）の授業を学年単位
で実施し、複式による授業の改善を図
ります。

複式学級があるすべ
ての小学校（14校）に
非常勤講師を配置

複式学級があるすべ
ての小学校（13校）に
非常勤講師を配置

複式学級があるすべ
ての小学校（16校）に
非常勤講師を配置

教職員課
人事担当
054-354-2508

－ 37,018 37,018

166 継

不登校の状態にある児
童生徒のための適応指
導教室の運営

不登校児童生徒のための適応指導教
室を設置し、集団生活への適応や学
校生活への復帰を支援するためのカ
ウンセリング及び学習等を組織的か
つ計画的に実施します。

[ふれあい」「はばた
く」の2教室設置
開級日数　180日
通級生数　35人

「ふれあい」「はばた
く」の2教室設置
開級日数　175日

「ふれあい」「はばた
く」の2教室設置
開級日数　175日

子ども青尐年
相談センター
相談担当
054-221-1314

市ＨＰ（子ども青尐
年相談センター）
パンフレット 4,794 4,644

167 継

港の広報活動（清水港見
学会）

清水港の重要性や役割、取扱量統計
等の具体的な講義、臨海地区や海上
からの見学を通して、港に対する理解
を深めます。

参加校　24校
参加者数　2,400人

市内小中学校を対象
に申し込みがあった
学校に対して実施

市内小中学校を対象
に申し込みがあった
学校に対して実施

清水港振興課
企画担当
054-354-2432

見学会周知用チラ
シ
市社会科主任者へ
の説明
見学会資料（ビデ
オ、パンフレット）

116 116

就学前
小学生
中学生

小学生
中学生

単位：千円

「継」→継続事業、「新」→平成23年度新規事業、「重」→プラン上の重点事業、「マ」→マニュフェスト事
業、「拡」→平成23年度に拡大・拡充する事業

事　業　概　要
掲載
No

対　　　象 事　業　名
平成21年度
実　　　　績

平成22年度
取組内容（見込）

就学前
小学生

区
分

担当課・連絡先
事業の詳細

が分かる媒体等

平成23年度
当初予算額

平成23年度
取組内容（計画）
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予算額 うち一財

事　業　概　要
掲載
No

対　　　象 事　業　名
平成21年度
実　　　　績

平成22年度
取組内容（見込）

区
分

担当課・連絡先
事業の詳細

が分かる媒体等

平成23年度
当初予算額

平成23年度
取組内容（計画）

168 継

農業体験教育事業（小中
学校農業体験教室）

田植え、稲刈りなどの農業体験を通し
て、自然に親しみを持たせるとともに、
地域や食物への関心を深めたり、市
内小学校に野菜の苗を配布します。

開催回数
14回
参加者数
延べ1,100人

開催回数
25回
参加者数
延べ2,000人

開催回数
25回
参加者数
延べ2,000人

農業振興課
園芸・米・畜産
担当
054-354-2091

－ 3,800 3,800

169
継
マ

学校応援団推進事業 子どもの健やかな育成と家庭・地域の
教育力の向上を図るため、学校に
コーディネーターを配置し、ボランティ
アによる地域社会の協力を得て、登
下校の見守りや授業の補助などの活
動を行います。

小学校13校 小学校13校で継続
実施
新たに中学校3校で
実施

継続実施 教育総務課
企画担当
054-354-2505

市ＨＰ（教育総務
課）
市広報紙
リーフレット
市広報ビデオ

12,835 8,563

170 継

ＩＣＴを生かした教育の推
進

市内小中学校へＩＣＴ教育機器を整備
し、各教科、道徳、特別活動又は総合
的な学習の時間などで活用します。
※ＩＣＴとは、情報（Information）や通信
（Communication）に関する技術
（Technology）の総称。特に教育では、
ネットワークを生かして情報や知識の
共有を図ることを目指しています。

ＩＣＴ機器導入状況
小学校　87校
中学校　43校

小学校86校、中学校
43校で継続実施

小学校86校、中学校
43校で継続実施

学校教育課
企画管理担当
054-354-2533

－ 374,688 374,688

171 継

環境教育の推進 豊かな自然や身近な地域での様々な
体験活動を通して、環境に対する関心
を培うことを目的に、環境教育を推進
します。

全小中学校で地域の
特性に応じて実施

全小中学校で地域の
特性に応じて実施

全小中学校で地域の
特性に応じて実施

学校教育課
指導担当
054-354-2519 － 0 0

172 継

キャリア教育の推進 小中学生が職場体験学習を通して、
職業観や勤労観をはぐくむことを目的
に、キャリア教育を推進します。

全小中学校において
実施
全中学校において連
続3日間以上の職場
体験学習を実施

全小中学校において
実施
全中学校において連
続3日間以上の職場
体験学習を実施

全小中学校において
実施
全中学校において連
続3日間以上の職場
体験学習を実施

学校教育課
企画管理担当
054-354-2533

市ＨＰ（学校教育
課）
静岡市中学生職場
体験学習リーフレッ
ト

84 84

173 継

福祉教育の推進 教科、総合的な学習、道徳又は特別
活動等を通して、学校や地域の実態
に応じて福祉に関わる学習や活動を
推進します。

小中学校で地域の特
性や学校の実態に
応じて実施

小中学校で地域の特
性や学校の実態に
応じて実施

小中学校で地域の特
性や学校の実態に
応じて実施

学校教育課
指導担当
054-354-2519

－ 0 0

174 継

日本語指導が必要な児
童・生徒への支援

日本語児童が必要な児童生徒が、日
本語の初期指導を継続的に受け、日
常生活に必要な日本語を習得すると
ともに、学校生活全般に適応するため
に支援します。

訪問指導要求児童
生徒数
40人
適応相談要求児童
生徒数
20人

通級指導実施回数
　　１人あたり年３３
回
訪問指導実施回数
　　　４７０回
適応相談実施回数
　　　　６０回

継続実施 学校教育課
企画管理担当
054-354-2533

市ＨＰ（学校教育
課）
教育紹介冊子「学
校大すき！」 6,878 6,878

小学生
中学生
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予算額 うち一財

事　業　概　要
掲載
No

対　　　象 事　業　名
平成21年度
実　　　　績

平成22年度
取組内容（見込）

区
分

担当課・連絡先
事業の詳細

が分かる媒体等

平成23年度
当初予算額

平成23年度
取組内容（計画）

175
拡
重

スクールカウンセリング
事業

いじめ、不登校又は問題行動など、児
童生徒の心の問題に対応するため、
スクールカウンセラーや教育相談員を
小中学校に配置し、児童生徒、保護
者などへの相談活動を実施します。

スクールカウンセ
ラー
33人
小学校は月4～8時
間
中学校は週4～8時
間
教育相談員
35人
4学級以上の中学校
に1日5時間×週3日

スクールカウンセ
ラー
34人
小学校は月4～8時
間
中学校は週4～8時
間
教育相談員
35人
4学級以上の中学校
に1日5時間×週3日

スクールカウンセ
ラー
36人
小学校は月4～10時
間中学校は週4～8
時間
教育相談員
35人
4学級以上の中学校
に1日5時間×週3日

学校教育課
企画管理担当
054-354-2533

市広報紙

74,317 55,882

176
拡
重

スクールソーシャルワー
カー活用事業

小中学校にスクールソーシャルワー
カーを配置又は派遣し、いじめ、不登
校又は暴力行為その他の学校生活に
おける諸問題を抱える児童生徒に必
要な支援を行い、学校生活上の諸問
題の解決を図ります。

スクールソーシャル
ワーカー
4人
小学校6校に週1日
（7時間）配置。また
要請があった小中学
校に随時派遣

スクールソーシャル
ワーカー
4人
小学校8校に週1日
（6時間）配置。また
要請があった小中学
校に随時派遣

スクールソーシャル
ワーカー
5人
小学校10校に週1日
（6時間）配置。また
要請があった小中学
校に随時派遣

学校教育課
企画管理担当
054-354-2533

－ 8,034 5,356

177 拡

学校図書館教育推進事
業

12学級以上の小中学校に置かれた司
書教諭の補佐役として学校司書を配
置し、授業等による計画的活用を図る
とともに、児童生徒が主体的に学習に
活用できる場としての充実を図りま
す。

市内12学級以上の
小中学校81校に学
校司書を配置

市内12学級以上の
小中学校85校に学
校司書を配置

市内10学級以上の
小中学校93校に学
校司書を配置

学校教育課
指導担当
054-354-2519

市広報紙

56,786 55,973

178 継
小学生
中学生
高校生

次世代育成プロジェクト
事業

小中高校の児童生徒が、様々な専門
家等から静岡のすばらしい産業や文
化について学んだり、職場体験等を通
して、進路や職業について考えます。

スペシャリスト派遣事
業
41校50件
民間教育力活用事
業
1校当たり3万円補助
職場体験学習
全中学校で連続3日
間以上実施

スペシャリスト派遣事
業
41校50件以上の実
施
民間教育力活用事
業
1校当たり3万円補助
職場体験学習
全中学校で連続3日
間以上実施

スペシャリスト派遣事
業
42校50件以上の実
施
民間教育力活用事
業
１校あたり３万円補
助
職場体験学習
全中学校で連続3日
間以上実施

学校教育課
企画管理担当
054-354-2533

市ＨＰ（学校教育
課）
静岡市中学生職場
体験学習リーフレッ
ト

6,675 6,675

179 継 中学生

中学生国際交流資金貸
付基金事業

市内中学校が国際交流を促進するた
め、海外の中学校を訪問して交流を
行う中学生の保護者に対し、交流に
必要な資金を無利子で貸し付けます。

貸付件数　0件 貸付件数　0件 継続実施 学校教育課
企画管理担当
054-354-2533

市ＨＰ（学校教育
課）

10 10

小学生
中学生
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予算額 うち一財

事　業　概　要
掲載
No

対　　　象 事　業　名
平成21年度
実　　　　績

平成22年度
取組内容（見込）

区
分

担当課・連絡先
事業の詳細

が分かる媒体等

平成23年度
当初予算額

平成23年度
取組内容（計画）

180 継
幼稚園・
保育園関
係者

幼児教育研究推進事業 幼稚園と保育園それぞれの良さを取
り入れた教育（保育）の実現を図るた
め、教育（保育）内容や運営方法につ
いて、幼稚園や保育園に紹介し、幼保
一元化の研究を含めた幼児教育の在
り方について研究します。

研究委員会
4回開催

研究委員会 ３回開
催

継続実施 教育総務課
企画担当
054-354-2505

－ 84 84

181 継 教職員

特別支援教育研修会の
開催

教職員等を対象に、特別支援教育研
修会、言語・発達教室担当者研修会、
特別支援教育コーディネーター養成・
専門研修会などを実施します。

特別支援教育研修
会
年3回
言語・発達教室担当
者研修会
年3回
特別支援教育コー
ディネーター養成研
修
年4回
特別支援教育コー
ディネーター専門研
修
年5回

特別支援教育研修
会年3回、
言語・発達教室担当
者研修会年3回、
特別支援教育コー
ディネーター養成研
修会年4回、
特別支援教育コー
ディネーター専門研
修会年5回

特別支援教育研修
会、言語・発達教室
担当者研修会、特別
支援教育コーディ
ネーター養成研修会
及び特別支援教育
コーディネーター専
門研修会を開催

学校教育課
（特別支援教
育センター）
054-255-3600
教育センター
研修担当
054-251-3288

静岡市教育セン
ター研修ガイドブッ
ク

330 330

699,052 672,704

（注１）「平成23年度当初予算額」の「合計」について、欄内にある「No.○○に含む」や「○○○の一部」などの表現をしている予算額は、他事業と切り分けができないことや事業対象者に子ども以外を含んでいる
　　　などの理由により、合計額に含めていません。
（注２）「平成23年度取組内容（見込）」については、平成23年7月頃にあらためて確定値を公表します。
（注３）本一覧表は、平成23年2月25日に取りまとめた状況です。

合　　　　　計
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施策目標４「子どもの「生きる力」をはぐくむ教育環境づくり」 ※「区分」欄の説明

基本施策２「地域や家庭における教育環境の整備」

予算額 うち一財

182 継
妊婦
0歳～1歳
保護者

ハローベビー　赤ちゃん
のための読み聞かせ講
座の開催

読み聞かせ初心者の保護者を対象と
した読み聞かせ講座で、読み聞かせ
の大切さ、絵本の選び方・与え方の話
やわらべ歌・手遊び、赤ちゃん絵本の
読み聞かせの実演をします。

市内10館の図書館
で実施
参加人数　748人

市内12館全図書館
で実施

全図書館で実施 中央図書館
サービス担当
054-247-6711

市広報紙（毎月15
日号）

144 144

183 継
0歳～中
学生
保護者

生涯学習の推進 市内生涯学習施設において、乳幼児・
小中学生及びその保護者を対象に、
親子クッキング講座、自然体験講座、
科学実験教室及び工作教室などを実
施します。

市内生涯学習施設
にて全110事業を実
施

市内生涯学習施設で
実施

継続実施 生涯学習推進
課
事業担当
054-221-1207

市生涯学習施設Ｈ
Ｐ
子育て応援総合Ｈ
Ｐ「ちゃむ」
市広報紙
生涯学習施設館報
チラシ

0 0

184 継
6か月児
保護者

ブックスタート事業 各保健福祉センターで行われる6か月
児育児相談において、おすすめの絵
本などが入ったブックスタートパックを
メッセージを添えて渡します。

全保健福祉センター
で実施
6か月児5,278人に実
施

全保健福祉センター
で実施

全保健福祉センター
で実施

中央図書館
サービス担当
054-247-6711

6か月児育児相談
案内状

7,431 7,431

185 継
1歳6か月
児
保護者

ブックステップ事業 ブックスタート事業のフォローアップと
して、保健福祉センターで行われる1
歳6か月児育児相談において実施しま
す。

市内３か所の保健福
祉センターで実施
1歳6か月児1,651人
に実施

市内5か所の保健福
祉センターで実施

市内5か所の保健福
祉センターで実施

中央図書館
サービス担当
054-247-6711

1歳6か月児育児相
談時のポスター

408 408

186 継
1歳～3歳
就学前

ふれあいワンワン教室の
開催

市内幼稚園や保育園を訪問し、寸劇
による犬とのふれあい方を学んだり、
犬猫とのふれあうことにより、幼児の
こう傷事故の防止や命の尊さ、動物愛
護精神を養います。

開催回数　21回
参加者数　1,300人

継続実施 開催回数　6回
参加人数　300人

動物指導セン
ター
動物管理担当
054-278-6409

市ＨＰ（動物指導セ
ンター）
施設紹介パンフレッ
ト 0 0

187 継

人権教育事業 就学前児童に対して、絵本の読み聞
かせ等による人権教育を行い、命の
尊さや友達と仲良くする心をはぐくみ、
一人ひとりが生きる喜びを感じる教育
を行います。

保育園5園　1,000人 保育園6園　1,000人 保育園6園　1,000人 福祉総務課
地域福祉担当
054-221-1370 － 3,500 159

「継」→継続事業、「新」→平成23年度新規事業、「重」→プラン上の重点事業、「マ」→マニュフェスト事
業、「拡」→平成23年度に拡大・拡充する事業

平成21年度
実　　　　績

単位：千円

事　業　概　要
平成22年度

取組内容（見込）
平成23年度

取組内容（計画）
担当課・連絡先

事業の詳細
が分かる媒体等

平成23年度
当初予算額

掲載
No

事　業　名

就学前

対　　　象
区
分
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予算額 うち一財

平成21年度
実　　　　績

事　業　概　要
平成22年度

取組内容（見込）
平成23年度

取組内容（計画）
担当課・連絡先

事業の詳細
が分かる媒体等

平成23年度
当初予算額

掲載
No

事　業　名対　　　象
区
分

188 継

「あつまれ！ちびっこ消
防隊」の実施

市内各幼年消防クラブ員が集まり、運
動会形式のイベント（救急搬送リレー
等）を実施することにより、火災予防教
育の一環として実施します。

開催回数　2回
参加者数　1,709人

開催回数　2回
参加者数　1,676人

継続実施
開催回数２回（葵・駿
河区会場、清水区会
場）を予定
各クラブと３区での開
催を協議する

予防課
予防担当
054-255-9701

市ＨＰ（予防課）

0 0

189 継
就学前
小学生

子ども対象火災予防普
及啓発事業

子どもを対象とした火災予防に対する
普及啓発イベントを、関係機関協力の
もと、各地に出向いて実施します。

開催日数　2日間
参加者数
延べ1,100人
※平成21年度は、日
本平動物園工事によ
り科学館で実施

開催日数　8日間
参加者数延べ1,476
人
尐年科学館他

継続実施
関係機関（静岡科学
館、日本平動物園
等）と協議予定

予防課
予防担当
054-255-9701

市ＨＰ（予防課）
関係機関ＨＰ

0 0

190 継
就学前
小学生
中学生

子ども向け講座・学びの
情報提供

学校週5日制における土日曜日の幼
児や児童、生徒の自主的な学校外生
活を支援するため、尐年自然の家や
市立図書館、動物園、科学館などの
子ども向け企画などの情報を各公立
幼稚園・小中学校へ提供します。

「ぎょうじよていひょ
う」を作成し、公立幼
稚園・小中学校へ配
付

継続実施
公立幼稚園１４園
公立小学校８６校
公立中学校４３校
毎月配付

継続実施 教育総務課
社会教育担当
054-354-2524

「ぎょうじよていひょ
う」
市ＨＰ（学校教育
課） 0 0

191 継

就学前
小学生
中学生
高校生

こどもエコクラブ 子どもが環境を大切にする意識を持
ち、環境にやさしい暮し方を実践して
いくため、「こどもエコクラブ」に登録す
ると、環境情報や取り組みやすい環境
活動、他団体の様子などの情報が提
供されます。

参加者数　1,277人
参加団体数　16団体
クラブ数　26団体

参加団体数　16団体 参加団体数　17団体 清流の都創造
課
自然環境担当
054-221-1357

市ＨＰ（清流の都創
造課）
環境学習ＨＰ
周知・募集用文書 0 0

192 継

「子ども読書の日」イベン
トの開催

多くの市民に子どもの読書活動への
関心と理解を深めてもらうため、4月23
日の「子ども読書の日」に合わせて、
各図書館でイベントを実施します。

全図書館で実施 全図書館で実施 全図書館で実施 中央図書館
サービス担当
054-247-6711

市ＨＰ（中央図書
館）
市広報紙
図書館だより
チラシ

56 56

193 継

農業体験教育事業（親子
農業体験教室）

田植え、稲刈りなどの農業体験を通じ
て、自然に親しみを持たせるとともに、
地域や食物への関心を深めたり、農
業体験を通じて親子の絆を深めます。

開催回数　23回
参加者数
延べ900人

開催回数　30回
参加者数
延べ　１，０００人

開催回数　30回
参加者数
延べ　１，０００人

農業振興課
園芸・米・畜産
担当
054-354-2091

市ＨＰ（農業振興
課）
市広報紙
チラシ

No.168
に含む。

No.168
に含む。

就学前

就学前
小学生
中学生
保護者
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予算額 うち一財

平成21年度
実　　　　績

事　業　概　要
平成22年度

取組内容（見込）
平成23年度

取組内容（計画）
担当課・連絡先

事業の詳細
が分かる媒体等

平成23年度
当初予算額

掲載
No

事　業　名対　　　象
区
分

194 継

キッズＩＳＯプログラム推
進事業

地球環境問題に対する子どもの考え
や取組をサポートするプログラムで、
家庭で使用する電気・ガス・水道やご
みを調べ、自ら気づき、考え、改善す
ることで環境保全意識を高めます。

小学校4年生以上対
象
参加校　7校
参加者数　513人

小学校4年生以上対
象
参加者数　317人

小学校4年生以上対
象
参加者数　550人

清流の都創造
課
自然環境担当
054-221-1357

周知・募集用文書

1,628 1,628

195 継

環境ハンドブック作成事
業

環境テーマ別にハンドブックを作成
し、小学校に配布します。

「生物多様性」をテー
マとしたハンドブック
を市内全小学校4年
生に配布

「環境」をテーマとし
たハンドブックを市内
全小学校4年生に配
布

「環境」をテーマとし
たハンドブックを市内
全小学校4年生に配
布

清流の都創造
課
自然環境担当
054-221-1357

市ＨＰ（清流の都創
造課）
環境学習ＨＰ
ハンドブック

800 800

196 継

産民官協働による訪問
環境学習会の開催

市、シャープ株式会社及びNPO法人
気象キャスターネットワークの3者の協
働により、市内小学校を訪問し、地球
温暖化とリサイクル・新エネルギーに
関する環境学習会を開催します。

参加学校数　25校
参加者数　1,748人

開催回数　13校 開催回数　20校 清流の都創造
課
自然環境担当
054-221-1357

周知・募集用文書

0 0

197 拡

放課後子ども教室推進
事業

放課後における小学校を安心・安全で
充実した子どもの居場所とするため、
地域との連携により、児童に学習活動
や体験活動等、様々な学びや交流の
機会を設ける「放課後子ども教室」を
設置します。

小学校5校 継続実施
既設小学校　５校
新設小学校　２校
計　　　　　　　７校

継続実施
既設小学校　７校
新設小学校　２校
計　　　　　　　９校

教育総務課
社会教育担当
054-354-2524

－ 18,380 12,360

198 継
小学生
中学生

プランクトン観察会の開
催

東海大学との協働事業で、浄化セン
ターの活性汚泥中の微生物や海中プ
ランクトンを顕微鏡で観察し、家庭か
らの排水が河川から海へと流れる過
程で、これら生物が果たしている役割
を学習します。

参加者数　34人 開催回数　1回 開催回数　1回 清流の都創造
課
自然環境担当
054-221-1357

市ＨＰ（清流の都創
造課）
環境学習ＨＰ
市広報紙 0 0

199 継
小学生
中学生
高校生

福祉教育事業 福祉講演会や高齢者・障害のある人
との交流活動など幅広く福祉教育学
習の機会を提供し、児童生徒が実践
を通して社会福祉への理解と関心を
高め、社会連帯の精神を養います。

実施校　8校
参加者数　4,000人

継続実施 継続実施 福祉総務課
地域福祉担当
054-221-1370

－
158,782
の一部

158,782
の一部

200 継

小学生
中学生
高校生～
概ね18歳
保護者

水のおまわりさん事業 小学生以上を対象として、身近な河川
の水質を調査するためにＣＯＤパック
テストと水生指標生物を用いた調査を
実施し、水辺環境について考えます。

小学生以上対象
参加者数　776人
参加団体　16団体

小学生以上対象
参加者数　800人

小学生以上対象
参加者数　800人

清流の都創造
課
自然環境担当
054-221-1357

市ＨＰ（清流の都創
造課）
環境学習ＨＰ
周知・募集用文書
市広報紙

360 360

小学生
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予算額 うち一財

平成21年度
実　　　　績

事　業　概　要
平成22年度

取組内容（見込）
平成23年度

取組内容（計画）
担当課・連絡先

事業の詳細
が分かる媒体等

平成23年度
当初予算額

掲載
No

事　業　名対　　　象
区
分

201 継

親子消費者教室の開催 市内小学4～6年生とその保護者を対
象に、身近な食品や金融等様々な
テーマに基づく実験や講義を実施し、
消費生活に関する知識の普及を図り
ます。

親子13組27人 親子９組21名 開催回数　1回 消費生活セン
ター
消費生活担当
054-221-1054

市ＨＰ（消費生活セ
ンター）
市広報紙
周知用チラシ 20 20

202 継

環境保健研究所「夏休み
講座」の開催

小学校高学年とその保護者若しくは

小学生～中学生＊を対象に、環境保
健研究所で行っている環境及び食品・
微生物等に関する試験検査や調査研
究について紹介し、また簡易な科学実
験を体験します。
＊変更は平成22年度以降に関してで
す。

開催回数　2回
参加者数　63人

青尐年のための科学
の祭典へ2回出展
参加人数　約470人

青尐年のための科学
の祭典への出展を含
め、２～３回程度開
催

環境保健研究
所
環境科学担当
054-285-2131

市ＨＰ（環境保健研
究所）
市広報紙

150 150

203 継

子どもの本を学ぶ講座の
開催

読書の喜びを子どもたちと分かち合う
ことを目的に、「静岡子どもの本を読
む会」と共催して、企画・運営している
講座で、子どもに関する各分野から、
作家、画家又は翻訳家等を講師として
招いて開催します。

開催回数　全9回
講座生　234人

開催回数　9回 継続実施 中央図書館
サービス担当
054-247-6711

市ＨＰ（中央図書
館）
市広報紙
図書館だより
チラシ

50 50

204 継 全市民

児童福祉週間啓発事業 児童福祉の理念の周知を図るととも
に、市民の児童に対する理解と認識
を深め、児童愛護の責任を自覚する
よう強調することを目的として、毎年5
月5日から1週間を「児童福祉週間」と
定められており、啓発活動を実施しま
す。

啓発用ポスターを作
成し、公共施設や公
共交通機関に掲出

○3庁舎へ懸垂幕を
掲示（4/28～5/11）
○静岡駅北口地下
に啓発看板設置
（4/28～5/11）
○市広報紙（4/15
号）や市ＨＰ、子育て
応援総合ＨＰ「ちゃ
む」、子育てハンド
ブック（平成22年度
版）へ掲載

○3庁舎へ懸垂幕を
掲示
○静岡駅北口地下
に啓発看板設置
○市広報紙（4/15
号）や市ＨＰ、子育て
応援総合ＨＰ「ちゃ
む」、子育てハンド
ブック（平成23年度
版）へ掲載

子育て支援課
企画担当
054-221-1169

○市ＨＰ（子育て支
援課）
○子育て応援総合
ＨＰ「ちゃむ」
○しずおかし子育
てハンドブック

71 71

32,998 23,637

（注１）「平成23年度当初予算額」の「合計」について、欄内にある「No.○○に含む」や「○○○の一部」などの表現をしている予算額は、他事業と切り分けができないことや事業対象者に子ども以外を含んでいる
　　　などの理由により、合計額に含めていません。
（注２）「平成23年度取組内容（見込）」については、平成23年7月頃にあらためて確定値を公表します。
（注３）本一覧表は、平成23年2月25日に取りまとめた状況です。

小学生
保護者

合　　　　　計
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施策目標５「地域で子育て子育ちを支え合う環境づくり」 ※「区分」欄の説明

基本施策１「世代間交流の促進」

予算額 うち一財

205
拡
重

0歳～3歳
中学生
保護者

青尐年・乳児ふれあい促
進事業

地域の子育て支援拠点施設である地
域子育て支援センターや保健福祉セ
ンター、学校等の協力を得て、小学生
高学年や中学生、高校生、大学生
が、乳児とその保護者との交流や触
れ合いを通して、命の尊さや子育ての
すばらしさなどを体験します。

全児童館（10館）で
実施

○全児童館（10館）
で継続実施
○南中学校で実施

○全児童館（10館）
で継続実施
○南中学校で継続実
施
○清水区内小中学
校又は高校1校で実
施

子育て支援課
企画担当
054-221-1169

市ＨＰ（子育て支援
課）
子育て応援総合Ｈ
Ｐ「ちゃむ」
市広報紙
周知チラシ

662 331

206 継
0歳～概
ね18歳

世代間交流事業 老人福祉センターの同好会と子どもが
工作等を行ったり、地域の大人が昔
の遊びを教えたり自然観察を行うなど
の三世代交流事業を実施します。

5事業実施 継続実施 継続実施 生涯学習推進
課
事業担当
054-221-1207

生涯学習施設ＨＰ
子育て応援総合Ｈ
Ｐ「ちゃむ」
市広報紙
生涯学習交流館報
周知チラシ

0 0

662 331

（注１）「平成23年度当初予算額」の「合計」について、欄内にある「No.○○に含む」や「○○○の一部」などの表現をしている予算額は、他事業と切り分けができないことや事業対象者に子ども以外を含んでいる
　　　などの理由により、合計額に含めていません。
（注２）「平成23年度取組内容（見込）」については、平成23年7月頃にあらためて確定値を公表します。
（注３）本一覧表は、平成23年2月25日に取りまとめた状況です。

平成21年度
実　　　　績

担当課・連絡先
事業の詳細

が分かる媒体等

平成23年度
当初予算額

合　　　　　計

「継」→継続事業、「新」→平成23年度新規事業、「重」→プラン上の重点事業、「マ」→マニュフェスト事
業、「拡」→平成23年度に拡大・拡充する事業

区
分

平成22年度
取組内容（見込）

単位：千円

平成23年度
取組内容（計画）

掲載
No

対　　　象 事　業　名 事　業　概　要
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施策目標５「地域で子育て子育ちを支え合う環境づくり」 ※「区分」欄の説明

予算額 うち一財

207 継
0歳～概
ね18歳

簡易児童館の運営助成 児童の健全育成や地域児童のコミュ
ニティ活動の増進を目的として、市が
自治会等に無償貸与し、維持管理に
ついて補助金を交付します。

７館 7館 7館 子育て支援課
運営担当
054-221-1543

市ＨＰ（子育て支援
課）
子育て応援総合Ｈ
Ｐ「ちゃむ」

350 350

208 継

子育てサークル活動支
援事業

子育てサークルが活動に際して生涯
学習施設を利用する場合、その使用
料等の減免を行うとともに、子育て
サークルと協働事業を行うなど団体育
成や活動支援を実施します。

40団体を生涯学習活
動団体として認定

継続実施 継続実施 生涯学習推進
課
事業担当
054-221-1207

認定団体申請書

0 0

209 新

「子育てコーチング講座」
の開催

子育てサークルと連携し、「子育て
コーチング講座」を開催し、子育てに
不安や悩みを持つ保護者を対象に
コーチング講座を開催します。

未実施 未実施 各区ごとに1回ずつ
開催

子育て支援課
企画担当
054-221-1169

市ＨＰ（子育て支援
課）
子育て応援総合Ｈ
Ｐ「ちゃむ」
チラシ

260 260

210 継

子育てサポーターの育成 子育てサークル「バディプロジェクト」と
の協働により、「子育てサポーター養
成講座」を開催し、地域で活動する子
育てボランティアの養成を行うととも
に、講座修了者に対して、研修会等を
実施します。

未実施 ○「子育てサポー
ター養成講座」全9回
の開催
参加者：33人
○講座修了者対象
の「子育てサポー
ター研修会」の開催

○「子育てサポー
ター養成講座」の開
催
○「子育てサポー
ター研修会」の開催

子育て支援課
企画担当
054-221-1169

市ＨＰ（子育て支援
課）
子育て応援総合Ｈ
Ｐ「ちゃむ」
チラシ 668 334

211 継

青尐年健全育成団体の
活動への支援

地域や学校、家庭が連携した地域ぐ
るみの青尐年健全育成活動を推進
し、地域住民の意識と関心を高めつ
つ、青尐年の健全育成を図るため、各
地域の健全育成団体へ補助金を交付
します。

健全育成大会への
参加者数
12,000人

健全育成大会への
参加者数
12,000人

継続実施 青尐年育成課
指導担当
054-221-1474

冊子「健全育成」
市HP（青尐年育成
課）

12,514 12,514

掲載
No

担当課・連絡先
事業の詳細

が分かる媒体等

保護者

全市民

平成23年度
当初予算額事　業　名 事　業　概　要

基本施策２「地域における子育て支援活動や健全育成活動の促進」 「継」→継続事業、「新」→平成23年度新規事業、「重」→プラン上の重点事業、「マ」→マニュフェスト事
業、「拡」→平成23年度に拡大・拡充する事業

平成21年度
実　　　　績

区
分

対　　　象
平成22年度

取組内容（見込）

単位：千円

平成23年度
取組内容（計画）
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予算額 うち一財

掲載
No

担当課・連絡先
事業の詳細

が分かる媒体等

平成23年度
当初予算額事　業　名 事　業　概　要

平成21年度
実　　　　績

区
分

対　　　象
平成22年度

取組内容（見込）
平成23年度

取組内容（計画）

212 継

「ハッピース！！プロジェ
クト子育て来楽部」イベン
トの開催

静岡新聞・静岡放送や静岡県、静岡
市等の共催により、地域団体や企業
等も参加して、子育てに関する情報発
信、ネットワークづくりなどを目的とし、
ステージでの催しや各ブースにて様々
な取組や情報提供を行います。

静岡市ブースにおい
て、「出張地域子育
て支援センター」を実
施し、子育て支援セ
ンター及びファミ
リー・サポート・セン
ター等の周知に努め
た。

静岡市ブースにおい
て、「出張地域子育
て支援センター」を実
施し、子育て支援セ
ンター及びファミ
リー・サポート・セン
ター等の周知に努め
た。

静岡市ブースにおい
て、「出張地域子育
て支援センター」を実
施し、子育て支援セ
ンター及びファミ
リー・サポート・セン
ター等の周知に努め
る。

子育て支援課
企画担当
054-221-1169

市ＨＰ（子育て支援
課）
子育て応援総合Ｈ
Ｐ「ちゃむ」
チラシ 300 300

213 継

「笑顔でギュッとパパママ
応援団」の開催

静岡第一テレビや静岡県、静岡市等
の共催により、地域団体や企業等も
参加して、子育てネットワークづくり、
地域ぐるみの子育て支援を推進する
ために、ステージでの催しや各ブース
にて様々な取組や情報提供を行いま
す。

静岡市ブースにおい
て、「身体測定・発育
相談」を実施

静岡市ブースにおい
て、「身体測定・発育
相談」を実施

静岡市ブースにおい
て、「出張地域子育
て支援センター」を実
施し、子育て支援セ
ンター及びファミ
リー・サポート・セン
ター等の周知に努め
る。

子育て支援課
企画担当
054-221-1169

市ＨＰ（子育て支援
課）
子育て応援総合Ｈ
Ｐ「ちゃむ」
チラシ
パパママ応援団Ｈ
Ｐ：
http://sdte.sakura.
ne.jp/papamama/

300 300

14,392 14,058

（注１）「平成23年度当初予算額」の「合計」について、欄内にある「No.○○に含む」や「○○○の一部」などの表現をしている予算額は、他事業と切り分けができないことや事業対象者に子ども以外を含んでいる
　　　などの理由により、合計額に含めていません。
（注２）「平成23年度取組内容（見込）」については、平成23年7月頃にあらためて確定値を公表します。
（注３）本一覧表は、平成23年2月25日に取りまとめた状況です。

合　　　　　計

全市民
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